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        『次は、北山サファリパーク。次は、北山サファリパークです。お降りのお客様は――』

        　目的地に近づき流れるアナウンスを遮るように、バス車内にチャイムが鳴った。前の席に座っていた男の子が張り切ってボタンを押そうとした瞬間のことだった。

        「もう少しで着くそうだ」

        　ボタンを押した加賀井が、隣の白月に向き直って言った。

        「……ああ、アナウンスで聞こえたから知ってる」

        　しょんぼりとボタンから指を離し座り直す男の子の姿に、チクチクと心を痛めながら小声で答えた。

        「結構近くにあったんだな、動物園」

        　少年の姿など気づいてもいないようで、加賀井は窓の外を機嫌良く眺めている。

        　そんな加賀井を少し離れたところから、高校生くらいの女の子たちがちらちらと見ながら声を潜めて話している。頬を淡く染めるその表情から、話している内容が決して悪いものではないことが分かる。むしろ好意的なものだ。同じ男として思わず舌打ちしたくなるほど羨ましい話だ。

        　しかしこちらに視線が向けられるのは、加賀井の秀でた外見だけが理由ではない。車内は、親子連れやカップルがほとんどで、同性同士で来ているグループもいたが、明らかに若い。三十手前の男二人、という苦笑と哀れみを誘う組み合わせは、少なくとも車内には見当たらなかった。つまり完全に浮いた存在だった。

        　なぜそんな場違いとも呼べる場に赴いているかと言えば、それは伊巻の差し金に他ならない。

        　

        「貴方たちは猿ですか？」

        　いつものファミレスで、伊巻が満面の笑みで言い放った失礼極まりない質問に、思わず飲みかけのコーヒーでむせた。

        「っ、ごほ、ど、どういう意味ですか」

        「どういう意味も何もないですわ。毎度毎度、家の中で食べてはセックスして寝て、また食べてはセックスして、の繰り返しじゃないですか。聞いてるこっちの身にもなってください」

        　イヤホンを小さく振り回しながら、伊巻が唇を尖らせる。

        「これじゃあ野生の猿と変わらないですわ。いえ、猿の方がもっとバリエーション豊富な逢瀬を重ねているに違いありません。ちょっと猿に謝ってきてください」

        「なんで散々なことを言われた上に俺が猿に謝らないといけないんですか」

        「だって貴方たちのデートって本当に退屈なんですもの！」

        　嘆くように言って、伊巻はテーブルに突っ伏した。正直、彼女の目的のためには、彼と付き合っているという事実が重要であり、そのデート内容まで口出しされる謂われはないはずだ。もちろん恐くてそんなことは言えないが……。

        「……ということで！」

        　勢いよく顔を上げると、伊巻はハンドバッグから何やらゴソゴソと取り出しテーブルの上に置いた。

        「たまには外にでも出てはどうです？　ついでに猿に謝ってきてください」

        　至極愉しそうな笑みと共に渡されたのが、県内唯一の動物園の入場チケットだった。

        　男二人で動物園に行く姿を想像して思わず顔を顰めたが、もちろん白月に拒否権はなかった……――。

        　

        　そういった経緯があっての動物園デートなのだが、真実を知らない加賀井は白月に誘われたと無邪気に喜び、完全に浮かれている。

        　加賀井は整った顔立ち故に無表情だと少し恐く近寄り難いが、こうやって笑みを浮かべているとたちまち甘さが漂って女性の目を引くのだ。

        　こいつは付き合ったら大変ですよ、お嬢さん方。絶倫だし、嫉妬深いし、怒ると恐いし……等と心の中で女子高生たちに忠告していると、突如、肩をぎゅっと抱き寄せられた。

        　これには白月も、頬を染めていた女子高生たちも目を剥いた。

        「か、加賀井？」

        「ん？」

        「外でこういうことはやめろって……」

        　肩に置かれた手を引き剥がそうとするが、それが逆効果だったのか、加賀井はさらに力を込めて何かから庇うように自分の方へ引き寄せた。

        「だめだ。離してやれない。あの女たちが見ている」

        「え？」

        　鬱陶しそうに吐き捨てる加賀井の言葉に少し驚いた。白月のこと以外は全てどうでもいいと言わんばかりに無関心な加賀井が、まさか彼に向けられる熱視線に気づくとは意外だった。もし気づいたとしても、こんなに感情を露わにするとは思わなかった。

        　男の自分から見れば若い女の子からの熱視線なんて羨ましいことこの上ないが、外に出る度騒がれるのも存外、気が滅入ることなのかもしれない。

        「確かにずっと見られてるのは疲れるかもな。でも、まぁあの子たちも悪気があるわけじゃないし……」

        「悪気があろうとなかろうと、白月に色目を使うなんて許せない」

        「は？」

        　眼光を鋭くして女の子たちを睨み付ける加賀井の言葉に、思わず間の抜けた声が漏れた。

        「え？　俺に色目？　誰が？」

        　辺りを見回すが、こちらに向けられる視線といえば男が男を抱き寄せているという状況に驚きと好奇心を隠せずにいる不躾なものばかりで、色目などという艶っぽいものは皆無だ。

        「あそこの高校生くらいの女たちだ。さっきから白月を見詰めてる。……鬱陶しい」

        　舌打ちと同時にさらに鋭さを増した目は、もはや殺気が漂っていると言っても過言ではなく、先ほどまで桃色に染めていた女の子たちの頬から血の気が引いた。サッと視線を逸らした彼女たちに、加賀井は得意げに鼻を鳴らした。

        「牽制成功だ。卑しい女共め」

        　誰がどう見ても、彼女たちの視線の先には加賀井がいたわけだが、どんなに分かりやすく指摘しても本人は絶対認めないだろう。むしろ、彼女たちを庇うのか、とさらに見当違いな嫉妬を拗らせるに違いない。

        　白月は殺気めいた視線を向けられた少女たちに同情しながら、溜め息を吐いた。

        『北山サファリパーク。北山サファリパーク。お降りの際は、お忘れ物に気をつけてください――』

        「あ！　加賀井、サファリパークに着いたぞ。入り口に着ぐるみのライオンがいる」

        　バスのアナウンスにこれ幸いと白月は食いつき、窓の外を指差した。

        「本当だ。よし、記念に写真を撮ろう」

        　ようやく剣呑な空気を霧散させると、加賀井は白月の手を握って席を立った。どうやらまだ牽制は続いているようだ。

        　この状態がまだ続くのかと思うと、まだ入場もしていないのに、すっかり疲れ切ってしまい、溜め息が口から漏れた。

        　

        「ああ、可愛い……」

        　ふれあい広場のうさぎたちを眺めながら、白月は嘆息と共に呟いた。

        　動物は好きだが、こうして可愛いと言葉にすることはあまりない。しかし口を衝くようにして思わずその言葉が漏れたのは、うさぎが可愛いからという単純な理由だけではなかった。

        「本当に可愛いな。白月、うさぎを抱っこしてくれ。写真におさめるから」

        　ふれあい広場の柵の中に入って嬉々として手招きをする加賀井に、白月はげんなりとした。

        　サファリパークに着いてから、浮かれているのか若干いつもよりテンションが高い加賀井に白月は振り回されっぱなしだった。

        　入場ゲートにいたライオンの着ぐるみと一緒に写真を撮ろうと加賀井が言い出し渋々付き合った時は、着ぐるみが白月の肩に軽く手を置いただけで「……白月に触るな」と殺気立ちその場の空気を凍らせた。

        　園内の動物園を見て回っている時には、周囲のカップルに感化されたのか、それとも対抗意識が芽生えたのか、指先を甘い仕草で絡めてきたり、後ろから抱き付いてきたり、耳元で囁いてきたりした。その加賀井の場を弁えない言動のせいで、周囲から動物たちを見る以上に好奇の視線を向けられたのは言うまでもない。

        　そんな精神的にすっかり疲れ切っていた白月が、可愛らしいうさぎに嘆息してしまうのも無理もないことだった。

        　加賀井が目を輝かせてスマホを構えているのが気になったが、ここで彼の誘いを断れば面倒なことになるのは明らかだったし、可愛らしいうさぎたちを触って癒やされたいという誘惑には勝てなかった。白月は溜め息を飲み込んで、ふれあい広場の柵の中に入った。

        　柵の中には様々な種類のうさぎがいた。耳や毛並みが長いもの、他のものより一回り以上小さいもの、白や茶色、ねずみ色、黒い斑点が散っているものなど、あらゆる特徴を持ったうさぎで溢れていた。

        　行動もそれぞれで、群れになって身を寄せ合っているものもいれば、端の方でひとり黙々と餌を食べているものもいた。見渡す限り可愛いもので埋め尽くされているこの光景に、疲弊していた心はすっかり癒やされた。

        　足元で白いうさぎと茶色いうさぎが何か囁き合うように口元をヒクヒクとさせながら身を寄せ合っていた。突然抱き上げるのは憚られたので、しゃがんでそっと白い方の背を撫でてみた。一瞬耳がピクンと揺れ、彼らの囁きが止まった気がしたが、慣れていることなのだろう、うさぎたちは白月のことなど気にも留めずまたすぐに元の様子に戻った。

        　その鷹揚とした様子と指先を包む柔らかな毛並みに、白月は目を細め撫で続けた。

        「抱かないのか」

        　シャッターチャンスを今か今かと待ち構える加賀井が、痺れを切らしたように言ってきた。白月は小さく溜め息を吐いた。

        「いきなり抱かれてもびっくりするだろう」

        「そうかもしれないが……」

        　白月の言葉に納得しつつも、写真を撮りたい気持ちが行き場のないままソワソワと態度に表れている。目はその態度以上に雄弁に訴えかけていた。

        　こういったもの言いたげな目を無視しておくと、後々面倒なことになるのは今までのことで学習済みだ。うさぎには申し訳ないが、少しだけ抱かせてもらうことにした。

        「ごめんな」

        　うさぎたちにとっては何の意味を持たない謝罪を口にして、白いうさぎを抱きかかえた。茶色のうさぎは驚いたようで、背を向けてぴょこぴょこと逃げていった。

        　一方、膝の上に載せた白いうさぎの方は肝が据わっているのか、それとものんびり屋なのか、特に抵抗したり怯える様子を見せたりすることなく、大人しく膝の上に座っている。頭のてっぺんを指先で撫でると目を細めるほどリラックスしていた。こういったことに慣れているのだろうが、自分の不躾な行為が拒まれずほっとした。

        「そのうさぎ、白月に懐いているな」

        　目元を緩めながら加賀井はスマホをこちらに向けて言った。

        「別に懐いてるんじゃなくて慣れているだけだろ」

        「いや、きっと懐いている。ほら、すごく気持ちよさそうな顔をしている」

        　なぜか誇らしげに断言する加賀井に、白月は苦笑した。

        「そうか？　こいつきっとのんびり屋なだけだと思うけどな。よかったな、ここが動物園で。お前、野生だったら絶対生き残れないぞ」

        　白うさぎの頭をツンツンと軽くつついてみるが、怯える様子は全くなかった。

        「白月の膝の上がきっと気持ちがいいんだろうな」

        「いや、こいつはどこでもリラックスできるタイプなんだと思う。それより加賀井は抱かなくていいのか」

        　どこか甘さを滲ませて加賀井が言ってきたので、慌てて話題を変える。

        「動物、好きだろ？　今度は俺が写真を撮ってやるよ」

        　動物好きの加賀井のことだ。きっと抱きたくてうずうずしているに違いない。そう思って言ったのだが、加賀井は困ったように目を伏せて首を横に振った。

        「いや、いい。やめておく」

        「どうして？　好きだろう？」

        「もちろん好きだ。ただ、動物たちの方はそうじゃないんだ」

        　寂しげな視線をうさぎたちに向けながら、哀愁を帯びた苦笑を零して加賀井が言った。

        　その時になって気づいた。加賀井の周りにはうさぎが全くいなかった。

        「昔から動物には好かれなくてな。……動物は鋭いから」

        　加賀井の言葉に、そういえばうさぎ小屋にいても彼がうさぎに触れている姿を見たことがないことに気づいた。誰よりも丁寧に、そして細やかにうさぎ小屋の掃除や水替え、餌の補充をしていた彼だが、決してうさぎと温かな触れ合いを持つことはなかった。白月の記憶の中で彼が唯一抱きかかえた動物は、死んだハシクロだけだった。

        　殺し屋という仕事上、もしかすると通常の人間には感知できない死の気配が彼の体には染みついているのかもしれない。人間より遙かに鋭い動物たちはそれを察知し、用心深く距離をとっているのだろうか。

        　動物たちの反応に、加賀井の生業のおぞましさを垣間見た気がして腹の底がゾッと冷たくなった。しかし、白月の膝の上のうさぎを寂しさと諦観を綯い交ぜた視線で撫でる加賀井を、単純な恐怖や忌避の念で突き放す気持ちにはなれなかった。むしろ哀れみにも似た感情でその寂しげな目元をそっと撫でてやりたくなった。

        「……加賀井」

        「ん？」

        「あそこで餌を売ってるだろ？　買ってきてくれないか。お金はあとで払うから」

        　柵の外の餌売り場に視線を遣りながら言うと、加賀井は寂しげな表情を散らして頷いた。

        「餌代くらい気にしなくていい。買ってくるからちょっと待っていてくれ」

        　小走りで餌売り場に向かう加賀井の背を見届けて、白月は近くのベンチに腰を下ろした。

        「……いいか、恐がるなよ。あいつは動物に優しい奴だから大丈夫だ」

        　うさぎの背中を撫でながら優しく言い聞かせる。だが、うさぎはこちらを見向きもしなかった。

        「待たせたな」

        　両手に紙袋を五個ずつ抱えて戻ってきた加賀井に、白月は苦笑した。

        「そんなに買ってきてどうするんだよ。こいつ、腹を下すぞ」

        「他のうさぎにもあげればいい」

        　真面目に答えて加賀井がこちらに餌袋を差し出した。しかし白月はそれをそっと押し返した。

        「俺がやるんじゃないよ。加賀井がやるんだよ」

        「え？」

        「いいから、ここに座れ」

        　困惑する加賀井をあえて無視して、有無を言わせない勢いでポンポンと自分の隣を叩く。思いがけない提案に戸惑う加賀井だったが、じっと白月が視線で促すと、おずおずといった様子でベンチに腰を下ろした。

        　今までマイペースを貫いていたうさぎだったが、加賀井が横に座った途端、びくりと体が震えた。白月はうさぎを宥めるように、そして加賀井に悟られないように、うさぎの背を撫でさすった。

        「袋を開けてくれよ」

        「ああ」

        　白月が促すと、加賀井はガサガサと餌袋を開けた。中には丸い小粒のペットフードが入っていた。

        「人参じゃないんだな。でも栄養がありそうだ。ほらあげてみろよ」

        　しかし加賀井はうさぎの様子を窺うばかりで一向に餌を手にとろうとしなかった。痺れを切らした白月が、袋から一粒餌を取り出した。

        「大丈夫だって。きっとこいつら人から餌をもらうことには慣れてるよ」

        　そう言って手本とばかりに白月はうさぎに餌を差し出した。うさぎは鼻をヒクヒクさせると、すぐに餌を口に含んだ。もぐもぐと小さな口を懸命に動かしたかと思うとあっと言う間に飲み込んでしまい、次を催促するように鼻先で白月の指を突いてきた。

        「はは、こいつ食欲旺盛みたいだ」

        　これなら加賀井からの餌も食べてくれるかもしれない、と内心ほっとした。

        「ほら、加賀井もあげてみろよ。早くあげないとこいつ食いしん坊みたいだから俺の指を食べるかもしれない」

        「あ、ああ、分かった」

        　白月の冗談を真に受けたのか、加賀井は慌てて餌を手の平に載せて、うさぎの前に差し出した。しかしうさぎは怯えるようにして顔を背けた。その様子を映す加賀井の瞳が切なげに揺れた。

        　加賀井はそっと手を引っ込めようとしたが、白月がその手を握ってそれを阻んだ。

        「加賀井の手は少し大きいからびっくりしただけだ。大丈夫だって。ほら、おいしいぞ」

        　うさぎに優しく話し掛けながら、加賀井の手の平から餌を一粒とり、うさぎの口元へ持って行くと、うさぎはクンクンと鼻をひくつかせてそれを口に入れた。

        　何度かそのやり取りをするとうさぎの警戒心も解けたのか、ついに自ら加賀井の手の平の餌に近づき、ひとつ、ふたつと口に含み始めた。

        「食べた……」

        　目の前の光景がまだ信じられないのか、加賀井は現実感の湧かないぼんやりとした声で呟いた。しかしうさぎがどんどん餌を食べる勢いが増してくるにつれ、加賀井の顔に淡く笑みが浮かび上がってきた。

        「すごい……、食べてる……」

        　口元を綻ばせる加賀井につられて白月も笑みを浮かべた。

        「ほら、言った通りだろ？　加賀井は根っからの動物好きなんだから、動物が嫌うわけがない。動物は鋭いってさっき自分で言っただろ？　だからきっと伝わる」

        　白月は力強く言って、うさぎの耳の後ろを指先で掻き撫でた。うさぎが気持ちよさそうに目を細める。

        「……白月」

        　名前を呼ぶと同時に、そっと加賀井の手がうさぎを撫でる白月の手に触れてきた。顔を上げると、微笑む加賀井と目が合った。思わずドキッとする。

        　それは、彼の笑みがいつもの妖艶とも言える艶やかなものではなく、うさぎの毛に埋もれるような柔らかさを感じさせる穏やかなものだったからだ。

        「ありがとう。俺、やっぱり白月が好きだ。……うん、好きだ。大好きだ」

        　再確認するようにして呟いて、白月の手を上からぎゅっと握った。好きだなんて言葉はベッドの中で何度も言われてきたし、手を握る以上の濃厚な触れ合いを幾度と重ねてきた。なのに白月は今までにないくらいに動揺し、頬を紅潮させた。

        「ば、ばかっ。好きだとかそんな小っ恥ずかしいこと外で言うな！　それにこんなことぐらいで大袈裟だろ。ほ、ほら、次のうさぎに行くぞ！　これ以上こいつにあげたら本当に腹を下してしまう」

        　うさぎを地面に下ろしてから白月は立ち上がり、加賀井を置いてドシドシと歩き始めた。それを加賀井が小走りで追って、顔を覗いてきた。

        「……白月、もしかして照れてるのか」

        「照れてない！」

        「……照れてる」

        「照れてない！　というか顔を寄せるな！　離れろ！」

        　加賀井がからかうわけでなく純粋に喜んで笑うので一層恥ずかしくなり、邪険に加賀井を追い払った。

        　微かに甘さを含んだ鼓動が胸の内に鳴り響く。それを乱暴な足音で掻き消そうとしたが、そうすればするほど一層鼓動が輪郭を濃くしたので、白月は困惑した。

        　

        　レストランで昼食をすませると、特に目当ての場所もなく、ブラブラと園内を歩き回った。

        　園内の動物の多くは鉄柵には囲われておらず、客が歩く道とは腰の高さまである手すりと、傾斜や溝で隔てられていた。そのため閉塞的な雰囲気はなく、動物たちものびのびとしているように感じた。

        「ママ、見て！　ゾウさん！」

        　家族連れが多く、どこの柵の前でも興奮気味に子供が声を上げていた。動物たちの一挙一動に表情を変える姿に、思わず微笑みが零れる。

        　歩道の真ん中には等間隔に背の高い木が植えられていて、風が吹くと頭上で木々の囀りが響き渡る。時々、その中心を園内のどこかにいる鳥の甲高い鳴き声が真っ直ぐ貫いた。

        　こんなにも爽やかな気持ちになる休日を過ごしたのはいつぶりだろう、と白月は脳内のカレンダーをめくってみた。

        　伊巻に言われ渋々の動物園デートだったが、思いの外、気分転換となっていた。

        「白月、あそこに寄っていいか？」

        　クイクイ、と袖を引きながら、加賀井が指差したのは泉のほとりにある土産店だった。壁がガラス張りになっていたので、看板を見なくてもそこが土産店だと一目で分かった。

        「別にいいけど……」

        　承諾しつつも、白月は眉根を寄せた。ぬいぐるみが店内の壁や出入り口の傍に溢れるそこは、どう見ても三十路を前にした男に用はなさそうだった。恋人や家族連れならともかく、男二人で入るには少し勇気が要りそうな気がした。

        「よし、じゃあ行こう」

        　尻込む白月など気にせず、加賀井はズンズンと店の中へ入っていった。

        　店内には、あらゆる種類のぬいぐるみが所狭しと並べられていた。同じ動物でも目の大きさや口元の位置など細かな違いがあり、どれも違う表情を持っていた。大きさに関しては、幼児くらいのサイズのものもあれば、手の平にのせられるほどのものもあった。子供たちが興奮気味に、あるいは真剣にぬいぐるみを吟味している。その中で白月たちは明らかに異質だったが、加賀井は気にすることなく、目当てのものでもあるのかキョロキョロと辺りを見回していた。

        　白月はぬいぐるみに興味はなかったし、あまりじっと見ていると、この間加賀井に捨てさせられたぬいぐるみの瞳を思い出しそうになって胸が重くなった。嫌な記憶から意識を逸らすようにぬいぐるみたちに背を向けて、これまた興味のない文具コーナーの品々に仕方なく目を遣った。

        　動物の小さな人形がついたペンや可愛い絵柄のメモ用紙、付箋。動物に関連する文房具が狭いスペースに並べられていた。

        　もしまだ会社に勤めていたのなら、ぬいぐるみよりは手に取りやすいし使い勝手がよさそうだと買っていたかもしれない。そんなことを思いながらペンの試し書きをしていると、突然、背後から頭の上に何かを被せられた。

        　こんなことをするのはひとりしかいない。白月は遠慮なく顔を顰めて振り向いた。

        「いきなり何するんだ」

        「いや、白月がつけたら可愛いだろうなと思って。うん、やっぱり思った通り、いやそれ以上に可愛い」

        　満足げに頷く加賀井の視線の先、自分の頭上にあるものに手を伸ばす。いつの間にか、頭の上にうさぎの耳が生えていた。どうやらうさぎ耳のカチューシャをつけられたようだ。

        「……なんだ、これは辱めを受けているのか」

        　ガラス張りの壁に映る自分の珍妙な姿に、頬がピクピクと引き攣った。

        「辱め？　何を言ってるんだ。すごく可愛い。白月はもっと自信を持つべきだ」

        　見当違いな励ましを口にしながら白月の頭を撫でる。その目元は緩みきっており、慈愛と恍惚に溢れていた。

        「ネットで見つけて絶対似合うと思ってたんだ。茶色と白があったが、やっぱり白月は肌が白いから白が似合うな」

        　指先でするりとうさぎ耳を撫でられる。自分の耳ではないのに、なぜか撫でられた箇所から全身に警告めいた鳥肌が立った。

        「じゃあこれはサンプルだから、袋に入ったやつを買ってくる」

        　そう言うと、うさぎ耳をつけたままの白月に背を向け、商品のある棚へ向かって行った。

        「お、おい、言っとくけど買っても俺はつけないからな」

        　後を追いながら釘を刺すが、加賀井には全くもって聞こえていないようだ。足取りはスキップでもしそうなほど軽やかで、背中からでも緩みきった彼の顔を想像することができた。

        　棚には、茶色と白のカチューシャが並んでいたが、白の方が人気のようで残りひとつだった。どうして売り切れていなかったのだと、口の奥で思わず舌打ちする。

        　対して加賀井は、袋入りの白いうさぎ耳のカチューシャを手に取り、ほくほくとした笑みを浮かべた。

        「よし、それじゃあ買ってく……」

        　レジへ向かおうとした加賀井の服の裾を小さい手が引き留めた。五歳くらいの少女が目を切なげに潤ませながら、じっと加賀井を見詰めていた。

        　加賀井は眉間に皺を寄せ、少女を見下ろした。

        「……なんだ」

        　およそ子供を相手にする大人の声とは思えない低い声音に、少女はビクッと体を震わせた。しかし勇気を振り絞るようにして加賀井の服の裾をぎゅっと握り直し、口を開いた。

        「あ、あーちゃんもそれ、ほしいっ」

        　少女の言葉に、白月は思わず心の内で諸手を挙げた。少女がこれを買ってくれれば、加賀井にしつこくこのふざけたカチューシャをつけてくれとねだられることもない。思わぬ天の助けに、白月はほっと息を吐いた。

        　だが、加賀井はカチューシャを隠すようにして体をひねり、少女の手を裾から引き剥がした。

        「だめだ。これは白月のだ」

        「は？」

        　冷酷にも思えるほどの真顔で幼気な少女の頼みを一蹴する加賀井に、白月は思わず詰め寄った。

        「お前何を言ってるんだ！　欲しがっている子がいるんだから譲ってやれよ」

        「どうしてだ？　俺の方が先に商品を手にした」

        　加賀井が不服そうに眉根を寄せるので、白月は頭が痛くなってきた。

        「大人なら子供に譲ってやるのは当然だろう」

        「買う順番に大人も子供も関係ない」

        「いやいや、そもそもこのカチューシャはこういう可愛い女の子のためにあるんだよ。俺たちが買っていいものじゃない」

        「いや、この子より白月の方が似合う」

        　自信満々に論点のずれた発言をする加賀井に、白月の頭痛はいよいよ脳天にまで迫ってきた。

        「……とにかく、欲しがっている子供を差し置いて買ったものなんて俺は絶対つけないからな」

        　顔を背け口を結ぶと、加賀井が目に見えて狼狽え始めた。

        「そ、そんな……、じゃあこれはどうすればいいんだ」

        「この子に譲ればいいんだよ」

        「そうしたら白月の分がなくなる。それじゃあ本末転倒だ……」

        　頭を抱え本気で悩んでいる加賀井を、白月は胡乱な目で見詰めた。どう考えても、いや考えるまでもなく少女に譲るべきだと思うのだが……。

        「……よし、そこの君」

        　弱々しく頭を抱えていた加賀井が急に顔を上げ、少女を真っ直ぐ見据えた。突然、常識的な大人から逸脱した男から声を掛けられ少女の肩がびくりと肩が跳ねる。

        　固まって返事をできないでいる少女を気遣うことなく、加賀井は話を進めた。

        「交渉だ。この白いカチューシャを諦めて、この茶色にしてくれたら、ぬいぐるみを買ってやる」

        　臆面もなく目の前で少女を買収し始めた加賀井に、白月は二の句が継げなかった。呆れてものも言えない、とはまさにこのことだ。カチューシャひとつに、三十手前の大人、しかも男が、年端もいかぬ少女に買収を持ちかけるなど、大人げないなどというレベルの話ではない。

        　一瞬、大きなうさぎのぬいぐるみに少女の視線が微かに揺れたが、すぐに毅然とした面持ちで加賀井に向き直った。

        「いや！　あーちゃん、これがいい」

        　少女は加賀井が手にしているカチューシャを指差し、はっきりと言った。加賀井は露骨に舌打ちをした。

        「だめだ。これは譲れない」

        「やだ！　それがいい！」

        　頑なに首を横に振る少女の瞳は、確固たる意志を秘めていた。よほどのことがないと買収は難しそうだ。加賀井は苛立ち混じりの溜め息を漏らした。

        「そんなに白いうさぎのカチューシャがいいなら、このうさぎのぬいぐるみの耳をちぎって作ればいいだろう。失敗してもいいようにいっぱい買ってやるから」

        「そんなグロテスクな提案を子供にするな！」

        　猟奇的な発想と共にうさぎのぬいぐるみを四つほど手にして少女に差し出す加賀井に、思わず突っ込んだ。

        「それなら茶色のカチューシャを白く塗ったらどうだ？　塗装代もやるから」

        　加賀井がついに財布から万札を取り出した。いよいよ生々しい買収の色が濃くなり始めたので、白月は慌ててそれを制した。

        「こら！　子供相手に金で解決しようとするな！　というか、そんなに言うならもうお前が茶色のを買って白く塗ればいいだろ」

        「それはだめだ。白月にまがいものをつけさせるなんて、俺のプライドが許さない」

        「頼むからそんなプライドより、子供を買収することを恥じる大人としてのプライドを持ってくれ……」

        　なぜか誇らしげに胸を張る加賀井に、白月は嘆くようにして言った。

        「とにかく、絶対にこれは譲れない」

        「あーちゃんもそれがいい！」

        　平行線のやり取りが延々と続きそうな気配に目眩を覚えた。これが子供同士ではなく、片方が大人だというのだから驚きだ。

        　こういう場合、大人が折れるべきなのだが、白月に関しては異様なこだわりを持つこの男の意志を曲げさせるのは至難の業だ。かといって子供に譲ってもらうなど言語道断だ。大人としてあるまじきことだ。

        　うぬぼれでも思い上がりでもなく、この大人げないほどに頑固な男の気持ちを変えられるのは、恐らくこの場において自分ひとりだけだ。そうなれば自分が一肌脱ぐしかない。

        　白月はいい加減吐き飽きた溜め息を長く漏らして、口を開いた。

        「……分かった。そんなに言うなら、加賀井、買ってこいよ」

        「え！」

        　白月の言葉に加賀井は驚きつつも、その目は輝いていた。一方の少女は、目を見開いて固まってしまった。今まで味方でいてくれた白月が、突然態度を翻したのだ。当然と言えば当然だろう。強ばった顔には涙の気配すら漂っており、良心を容赦なく突き刺した。

        　しかしあえてその顔を視界に入れないようにして、白月は加賀井に向き直った。

        「俺用なんだろ？　それならちゃんとラッピングしてもらえよ」

        「わ、わかった」

        　白月に賛同してもらえたと思ったのか、嬉しそうに頷くと加賀井は足早にレジへ向かった。

        　涙ぐんで恨めしそうにこちらを見詰める少女と残され気まずかったが、すぐに加賀井は戻ってきた。

        「買ってきた」

        　既に加賀井には少女の姿が見えていないようで、甘く、そしてどこか得意げな笑みでもって、可愛らしく包装された袋を白月に差し出した。

        「じゃあ有り難く頂くよ」

        「ああ。でもつけるのは帰ってからにしよう。他の奴らにあんな可愛い白月を見られ……」

        「はい、お嬢ちゃん。どうぞ」

        　うきうきと語る加賀井の言葉を遮り、白月は今し方加賀井からもらったものを、右から左へ流すようにして少女へその包みを渡した。

        「え……！」

        　すっかり諦めきって涙を浮かべていた少女が目をキラキラと輝かせて見開いた。

        「ごめんな、こいつがわがまま言って困らせちゃって。これはそのお詫び。さぁ、お母さんたちのところに行っておいで」

        　しゃがんで少女の頭を撫でて言うと、彼女は顔を綻ばせて頷いた。

        「ありがとう！　おにいちゃん！」

        　少女は小さな頭を下げると、包みをぎゅっと両腕で抱きしめ駆けて行った。その笑顔に清々しい気持ちで胸がいっぱいになったが、

        「……白月、これはどういうことだ」

        　湿った暗い声が背後からして、浄化された心にたちまちかび臭さが広がる。

        　溜め息を飲み込みながら振り返ると、加賀井が恨めしそうにこちらを睨んでいた。それは先ほどカチューシャをとられた少女のものと同じものだった。しかし全く罪悪感は湧かない。

        「どういうこともなにも、俺へのプレゼントだろ？　なら、もらったものを俺がどうしようと勝手だ」

        「でも目の前で俺からのプレゼントを他の奴に横流しするなんて、ひどいじゃないか」

        　加賀井が言うことはもっともだ。とても先ほどまで少女相手に買収を持ちかけた人間とは思えない正論っぷりに失笑する。一体どの口がそれを言う、と。

        「相手が子供だったからよかったものの、大人だったら俺は嫉妬でどうにかなっていたに違いない」

        　加賀井は拗ねるようにして唇を尖らせた。その子供じみた仕草に反して、声は微かではあるが確かに剣呑なものを孕んでいたので、思わず背中に鳥肌が走った。

        「あ、あんな飾り物ひとつでそんなにグダグダ言うなよ」

        「だってあんなに白月に似合っていたのに……。やっぱり取り返してくる。子供がだめなら親から買い取ればいい」

        　踵を返して少女が去って行った方へ向かおうとしたので、白月は慌てて腕を掴んで引き留めた。

        「やめろ。せっかくいい感じで解決したのにほじくり返すな」

        「全く解決していない。あれをつけて欲しいという俺の気持ちはどうしたらいいんだ」

        「そっと心に仕舞っておけ」

        「仕舞う場所がないくらいに膨れ上がっている」

        「じゃあ捨てろ」

        「もうこの気持ちは俺の一部だ。捨てられない」

        「その体ごと店の横の湖に投げ捨てろ」

        「それは俺と身投げしてくれるということか」

        「どうしてそうなる。違うからそんなに目を輝かせてこっちを見るな」

        　不穏な期待を孕んだ瞳に、慌てて否定する。

        　何を言っても無駄だ。その上、愛の告白にも似た甘さを持って言ってくるので手に負えない。

        　白月は仕方なく最終手段に移ることにした。

        「そんなに白に固執してるけどな……」

        　商品のラックから、茶色のうさぎ耳付きカチューシャのサンプルを乱暴に取り、自分の頭につけた。

        「こっちは俺に似合わないってことかよ！」

        　もう自棄だった。自分が恥を捨てるだけでこの場が収束するならそれでいい。そう思っての行動だったのだが、加賀井が目を丸くして固まってしまったので、白月は頬が燃えるほどの羞恥に思わず俯いた。

        　しかしその顔はすぐに上を向かせられた。頬を両手で包み幾分無理やりな力で自分の方へ向かせる加賀井は、瞳をキラキラと輝かせ饒舌に喜びを語っていた。

        「……嬉しい」

        「え？」

        「てっきり俺ばかりが乗り気だと思っていたから」

        　感涙の気配さえ漂わせて目元を緩ませる加賀井に、大袈裟な……と胡乱げに目を眇めた。しかし上機嫌になった加賀井にその視線は届いていないようだった。

        「よし、それじゃあ茶色にしよう。考えてみれば、白月に似合わない色はないな。白に固執するばかりに基本的なことをすっかり失念していた。すまない、不安にさせてしまって」

        　まるで不安をなだめようとするかのような手つきで目元を撫でられる。どこもかしこも突っ込みどころ満載だったが、これで事態が収束するならと、グッと言葉を飲み込んだ。

        「……まぁ、分かればいい。それより手を離してくれ。……みんな見てる」

        　気づけばキス寸前にも見える距離と体勢に、周囲の視線が集まっていた。

        「すまない。……じゃあ続きは帰ってからだ」

        　向けられる視線から隠れるように、もしくは煽るようにして、加賀井は耳元でいかにも事ありげに囁いた。笑う吐息が耳朶をくすぐる。思わず肩を竦ませると、加賀井は愛おしげに目を細めた。

        「じゃあ買ってくるからちょっと待っていてくれ」

        　そう言い置くと、茶色のカチューシャを持ってレジに向かった。顔を見なくとも上機嫌であることが後ろ姿からでも分かる。

        　恐らくカチューシャを買ったらもうここには用はないとばかりに動物園から早急に立ち去るに違いない。そして家で彼の言う続きとやらを始めるのだろう。

        　白月は苦い吐息を漏らしながら、カチューシャを自分の頭から外した。

        「あの……」

        　突然、背後から躊躇いがちに声を掛けられた。振り向くと、自分と同年代くらいの女性が立っていた。彼女の横には、先ほどの少女がおり、念願のカチューシャを頭につけてご機嫌だった。どうやら、彼女は少女の母親のようだ。

        「うちの子があなたにこれをもらったと言っているんですが、本当に頂いてよろしいんでしょうか……？」

        　礼を言えばいいのか、怪しまなければならないのか決めかね、戸惑いを含んだ声で母親が言った。確かに、自分の子が見知らぬ男にものを買い与えられたと聞けば、母親として不審に思うのは当然だ。

        「あ、はい、もちろん、どうぞ、もらってください」

        　やましいことは何もないのに、母親の訝しげな視線に白月はまごつきながら答えた。

        「俺の連れがこの子に迷惑かけてしまったんで、そのお詫びです」

        　苦笑しながら頭を掻いて説明すると、母親の瞳から少しだけ怪訝の色が引いた。

        「でもいいんですか？　安いものじゃないのに……」

        　棚の値札をちらりと見て母親が言った。

        「いいんです、いいんです。本当にご迷惑お掛けしたんで。むしろもらってください」

        　今、ここで返されたら、白いカチューシャまでつけなくてはならなくなる。それだけは勘弁願いたい。

        　レジの方を見遣ると、加賀井は列の先頭まできていた。もし加賀井が戻ってきて母親と会ったら、またややこしい話になる。

        「本当に全然気にしなくていいんで。それに男の俺が持っていても使いようがないですから。きっとこれを作った人もお嬢さんのような可愛い子につけてもらうために作ったと思うんで」

        　早く納得して立ち去ってもらいたいがために、気持ち早口になってしまう。母親がどうすべきか悩んでいると、

        「これ、もうあーちゃんのだよ！」

        　カチューシャを返されてしまう気配を察知したのか、少女が守るようにして頭上のカチューシャをぎゅっと握った。

        「おにいちゃんより、あーちゃんのほうがこれにあうもんっ」

        　そう言って、少女が頬を膨らませた。恐らく、加賀井の「白月の方が似合う」という言葉に対抗してのものだろう。こんな三十路前の冴えない男に負けたことが悔しかったのだろうと思うと、笑いが漏れた。

        「はは、そうだな、お嬢ちゃんの方がよく似合う。……ということでもらってくれませんか」

        　少女に微笑みかけてから、母親に再度お願いした。母親は困った顔をしていたが、カチューシャを握りしめて睨み上げる自分の娘を見ると、諦めたように溜め息を吐いた。

        「ここでお返ししたら、きっとこの子が泣きわめいてご迷惑お掛けしますね。それじゃあ、お言葉に甘えて頂きます。どうもありがとうございます」

        　母親が頭を下げると、少女の顔に再び笑みが舞い戻った。

        「やったぁ！　おにいちゃん、ありがとう」

        「ははは、喜んでもらえてよかった」

        　少女に笑って応えながらも、加賀井が戻ってくるのではと気が気ではなかった。

        「本当にありがとうございます」

        「おにいちゃん、ばいばい！」

        　母親に手を引かれながら、少女は振り返って白月に大きく手を振った。白月の金ではないが、いいことをしたという清々しい気持ちが胸に満ちる。

        　店から出てだいぶ離れても、握った母親の手を興奮気味に揺らしたり、飛び跳ねたりする少女の後ろ姿から溢れんばかりの喜びが見て取れた。

        　その姿に目元を緩ませていると、

        「待たせてすまない」

        　会計を済ませた加賀井が清々しくすらある笑みを浮かべて戻ってきた。間一髪、少女たちと会わずにすみ、白月はほっと胸を撫で下ろした。

        「よし、それじゃあ行くか」

        　白月の手を掴んで意気揚々とした足取りで、加賀井が歩き始めた。

        　店の外に出た時、もう一度少女の姿を見たくなり眩しい陽光に目を細めながら少女を探したが、どこにも見当たらなかった。

        　加賀井の足は迷いなく真っ直ぐと動物園のゲートに向かっていた。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        「実は俺、殺し屋なんだ」

        　幾分疚しい熱は冷めたものの、その分事後の甘い余韻に満ちたベッドの中で、加賀井がぽつりと呟いた。

        　突然の告白だった。事後の微睡みに揺蕩う鼓動が、凍てつくように一瞬止まった。

        　背後から抱きしめられているため加賀井の表情は見えないが、声には平静を装いながらも、試すような、縋るような、切なげな緊張が張り詰めていた。

        　何の前触れもなく、二人の関係において核心ともいえる告白をされてしまい、白月は狼狽した。

        「え！」とあたかも今知ったかのように驚いてみるべきなのだろうか。それとも「嘘だろ？」と半笑いを浮かべて冗談にしてしまうか……――。

        　何も知らない風を装った返答はいくつも頭に浮かんだが、いずれも胃をむかつかせるほど白々しく、切なげに告白する加賀井に対してあまりに誠実さに欠けているように思えた。

        「……ふぅん、そうなのか」

        　散々、最良な返答を考えた末に口から出てきた言葉は素っ気なく、その感慨の淡さはとても重大な秘密を明かされた者のものではなかった。しかし、白々しく驚いたり、彼の痛切な告白を冗談にしてしまったりするよりは遙かにマシな返答だと思った。

        「あっさり信じるんだな」

        　驚きを含んだ声で加賀井が言った。しかしそこに訝しむ様子はなかったので少しほっとする。

        「信じるというか……、加賀井はこういう嘘は吐かないだろう？　だから嘘じゃないんだろうなって思って」

        　もし加賀井が殺し屋であることを知らなかったとしても、いい意味でも悪い意味でも真面目で冗談の通じない彼が、こういった嘘を吐くとは考えにくい。だから加賀井の告白は嘘ではない。そう信じるに違いなかった。単純な消去法だ。

        「ああ、くだらない嘘は吐かない。でもこうもあっさり信じてくれるとは思わなくて……」

        　声に含まれた戸惑いの気配が、首筋で揺れた。

        「確かに殺し屋だなんて荒唐無稽だもんな。……でもなんでそんな話を俺にしようと思ったんだ？」

        　加賀井の腕の中で寝返り、白月は彼の正面に向いた。背を向けていた方が嘘を突き通しやすいのに、なぜ自分がそうしてしまったのか分からなかった。ただ、そうしないといけないと感じた。

        　じっと互いの瞳の闇と闇とが合わせ鏡のように向き合う。瞳の奥に隠れた真実を探ろうとそっと臆病に視線を忍び込ませるが、合わせ鏡の終わりを探そうとするような不気味な果てのなさに、目眩を覚えるだけだった。

        「……欲が出てしまったから、かな」

        　寄越された返答は曖昧な上、言いながら答えをまだ模索している風だった。

        「欲？」

        「ああ、欲だ。最初はただ隣にいられるだけでよかった。でも何回か会っていたら、白月の特別になりたくなった。付き合いだしたら手を握りたくなって、触れたくなって、キスをしたくなって……そして今こうして抱いてる」

        　加賀井がぎゅっと腰を引き寄せた。それは花嫁を抱き寄せる新郎のような幸福に満ちた柔らかな所作だった。幸福そのものを扱うかのようなその丁重さに、罪悪感がさらに募り胸を重くした。

        「こうして白月が俺の腕の中にいるだけで十分幸せなのに、今度は俺の全部を愛して欲しくなった。俺がどんなに酷いことをしている人間だと知っても傍にいて欲しいと思ったんだ」

        　声の奥に微かな震えを伴って加賀井が言った。白月を抱きしめる腕に、縋り付くような痛切な力が込められる。

        　伊巻に命じられた役目――加賀井に恋人として偽りの愛を与え続け、最後の最後で絶望へ突き落とす――に徹するのであれば、この哀切極まる求愛を聖母のように優しく抱き止めなければならないのは分かっている。

        　だが、できなかった。散々今まで、愛の言葉を嘯き、偽りのキスを重ねてきたが、この幼気ですらある願いを偽りの抱擁でもって受け止めることだけはできなかった。まるで最後の砦を守るかのように良心がこれを拒む。心を殺して生粋の詐欺師にでもならなければ、到底無理な話だった。

        「……どうして殺し屋なんてしているんだ？」

        　受け止めることも拒絶することもせず、白月は以前から疑問に思っていたことを口にした。

        　この質問は、告白の返答から逃げる意味ももちろんあったが、ただ純粋に加賀井のことを知りたいと思ったのもまた事実だった。

        　返答を回避した白月に落胆する風もなく、加賀井は淡々と話し始めた。

        「理由なんてない。俺は生まれた時から、いや生まれる前から殺し屋になることは決まっていた」

        「どういうことだ？」

        「殺し屋は加賀井家の家業なんだ」

        　まるでありふれた事実のような軽さで寄越された思いも寄らない返答に、理解が追いつかなかった。それでも加賀井の言葉を頭の中で何度もなぞりながら言葉を捻り出す。

        「家業って……じゃあ家族みんな殺し屋ってことか」

        「俺は父親以外の家族を知らないが、祖父もその上もずっと加賀井の名を継ぐものはみんな殺し屋だ」

        「親戚とかはいないのか」

        「いるのかもしれないが、必要がないから会ったこともないし、会うつもりもない」

        　淡々と答える声音に、親族との関係の希薄さが窺えた。

        「……生まれた時から殺し屋だなんて、嫌じゃなかったのか？」

        　問う声にどうか肯定してくれと願うような気持ちが滲んで白月自身、戸惑った。たとえ自分を抱きしめるこの男が嫌々殺しをしていると知ったところで、彼を裏切る未来は変わらないし、むしろますます罪悪感が強くなり、自分を苦しめるに違いない。

        　それでも、白月にオムライスを作ってもらったり、動物に餌をあげられたりしただけで嬉しそうに頬を綻ばせる加賀井の純粋さを信じたくて、願ってしまう。彼がどうか人を殺すことに何も感じない冷酷な人間でありませんように、と。

        　しかし逡巡の間を置いて返されたのは、首を横に振る冷たい気配だった。

        「別に嫌だとは思ったことはない。物心ついた頃から殺し屋として育てられてきたし、それ以外の選択肢もなかったからな」

        　淡々と答える声に、自分の境遇を嘆いたり後ろめたく感じたりしている様子はなく、本当にただ事実を述べているだけといった風だった。そのことに落胆とはまた違う暗い感情が胸に影を落とした。

        　それは、幼い体躯に釣り合わない大きな銃を抱えた少年兵を見た時の、哀れみと憤りに近かった。ただ、裏切り者の自分にそんな立派な感情を持つ権利はないと気づいて、自嘲に似た溜め息を吐いた。

        「そうか……」

        「あ、でも、一度だけ嫌だと思ったことがある」

        　思い出したように言うと、加賀井は真っ直ぐ白月の方へ居直った。

        「白月と友達になった時は、なんか嫌だな、と思った。普通になりたいって思った」

        　照れと自嘲が混ざったその声は、純粋であどけなくすらあった。まるで時を超えて少年時代の彼が目の前に現れたかのように思えた。

        　何か優しい言葉を掛けて、少年の抱えるぼんやりとした暗い感情を少しでも取り払ってあげたいと思うのに、気の利いた言葉や誠意に満ちた言葉は、何一つ浮かんでこなかった。

        「白月は、殺し屋において一番大事なものは何だと思う？」

        「え……」

        　加賀井に向ける言葉を考えあぐねている白月に気を遣ったのか、それともそもそも何も求めていないのか、唐突に問いを投げ掛けられた。

        　戸惑いつつも、自分なりに精一杯の誠意を示そうと頭をひねって考えた。

        「そうだな……、やっぱり絶対に相手を仕留める技術とか、性能のいい道具とか……」

        　言いながら、自分の答えがひどく幼稚に思えて恥ずかしくなった。だが、加賀井はその答えに失望や失笑を見せることなく、問い掛けた時と同じ調子の平坦な声で言った。

        「確かに殺しの技術や道具はとても大事だ。でもどんなに優れた殺しの腕や道具を持っていても、ターゲットを前にして少しでも躊躇いや緊張、興奮が生じれば、それらは全部無意味だ。躊躇いも緊張も興奮も判断力を鈍らせる。だから殺しにおいて重要なことは冷静であることだ。父親曰く、冷静であるために最も不要なものは感情だ」

        　加賀井はそこでようやく口を止めた。いつになく饒舌だったが、決して熱弁している風ではなかった。物理や数学といった感情を挿し込む余地のない科目の教科書を読んでいるといった感じだった。

        　彼の言う〝冷静であるために最も不要な感情〟を排した冷淡な声に、抱きしめられているのに温もりが遠のいていくのを感じた。

        　機械が動くような冷え冷えとした気配を纏って、再び加賀井の唇が動き出した。

        「加賀井家はずっと感情の薄い、殺しに長けた人間に家業を継がせていった。だから加賀井家の血を引く人間は、感情が欠けている。でもそのおかげで殺し屋としては一流だ」

        　ただ事実を語るだけといった風の口調は一貫していて、一流、という言葉にさえ少しの自負や傲慢さも見受けられない。ただ、感情が欠けている、という部分には、微かにだが自嘲めいたものが垣間見えた、気がした。

        　それが事実なのか、自分の願望が見せた幻なのかは分からない。分からないが、言葉の中にほんの微量であろうと感情らしきものを見つけて安堵したのは紛うことなき事実だ。

        　白月はゆっくりと口を開いた。

        「……俺は加賀井が感情が欠けているとは思わないよ」

        　白月の言葉に、加賀井の瞳が揺らぐのを感じた。白月は小さく笑った。その瞳に浮かぶ感情が闇の中でさえ伝わってくるのによくぞ感情が欠けているなんて言えたものだ、と。

        「そりゃあ、小学生の時や再会した時は何考えてるかよく分かんなかったよ。でも今じゃあ分かりやすいくらいだ」

        「……それは相手が白月だからだ」

        　格好がつかないせいか、ややぶっきらぼうに呟いたが、声に羞恥の赤みが滲んでいるのは明らかだった。そのことがおかしく、愛おしくさえ思えた。

        「ははは、俺のせいかよ。というか、そもそも、もし感情が欠けてるなら俺への気持ちは何だよ」

        　冗談めかして言いつつも、その実、ずっと白月が不思議に思っていたことでもあった。どうして加賀井は自分なんかにこんなに執着じみた感情を抱いているのだろう、と。

        　隅から隅まで人生を振り返っても、これほどまでに他人に強い感情を向けられたことはただの一度もない。それは自身の平凡な外見や中身から考えれば当然のことだった。だから加賀井から向けられる強烈な好意を感じれば感じるほど、その好意を訝しまずにはいられなかった。

        　伊巻に雇われて恋人となっている自分が言うのも何だが、それこそ加賀井の方こそ何か思惑があるのではないか、と最初こそ疑っていた。しかし狂気と紙一重のひたむきな好意に、思惑が入り込む余地などないことはすぐに分かった。

        　だからこそ、こんなにも強烈な感情を胸に抱きながら、自分は感情が欠けている、というのはひどく矛盾しているように思えた。

        　加賀井はしばらく黙り込んだ。冗談まじりの問いの奥底に白月が抱く疑念を感じ取ったからなのかは分からないが、その沈黙に気まずさや誤魔化しを企む小狡さは一切含まれておらず、なるべく正しく問いに答えようとする誠実さに満ちていたので、安心して沈黙が胸の前を流れていくのを待つことができた。

        「……たぶん、好きなんだと思う」

        　返された答えは、長い黙考を費やしたにしては曖昧なもので、声には迷いや躊躇いが漂っていた。

        「たぶん、なんだな」

        　白月は小さく笑った。

        　加賀井にはこれまでたくさん好きだと言われてきた。二人分の熱に満ちたベッドの中で、二人並んでテレビを見るソファの上で、キスをする寸前の唇の間で……。シチュエーションは違えど、こんなにも好きという言葉が曖昧な響きを持っていたことは一度もなく、どれもこちらが罪悪感を通り越して少しうんざりしてしまうほどの熱を持っていた。それらが嘘だとは決して思わないが、この曖昧さを含んだ好きの方が真実に感じられたし、単純に好ましかった。

        　しかし白月の反応に自分が失言してしまったと思ったのか、加賀井は焦った様子で言い加えた。

        「変な言い方をしてしまってすまない。でも、白月にしかこんな気持ちを抱いたことがないから分からないんだ」

        　困り果てたように加賀井が言った。しかしそこに悲壮感はない。むしろ笑みさえ浮かべているようなある種の爽快さがあった。まるで泥だらけになって土仕事をする人間が、ふと顔を上げて自分の仕事の成果を振り返り、疲労で微かに歪めていた顔に笑みを浮かばせる、そんな純粋な爽やかさだ。

        　そのためか、加賀井の言葉に言い訳がましさを感じることなく、むしろ心地よい気持ちで彼の話を聞き続けることができた。

        「もし、一緒にいたいとか、キスがしたいとか、抱きしめたいとか、他の奴が隣にいることを考えるとイライラするとか、独り占めしたいとか……、そういう風に思うことが好きというなら、俺は間違いなく白月が好きだ」

        　迷いのない真っ直ぐな声だった。その上、無垢な子供のように純粋で、先ほどまでベッドで行われていた猥りがましい行為の底に淀む劣情を一切感じさせなかった。

        　今、自分を抱きしめている男は一回りも大きな逞しい体をしている。鍛えられた無駄のない体つきが触れる場所全てから感じ取れるほどだ。しかし闇の中に目を凝らしても、まばゆい笑みを浮かべる少年しか思い浮かべることができなかった。

        「……白月は俺のこと、好きか？」

        　脚を絡めながら加賀井が訊いてきた。普段なら甘えるようなその行為に眉を顰めるが、不安げな声音のせいで、縋り付くその脚に冷たい感情を抱くことができなかった。

        　白月は言葉を返す代わりに、唇を重ねた。柔らかな感触が触れ合うだけのキスだ。もしかすると、人によってはキスの範疇に入らないかもしれない。だが、温かな感情で加賀井とキスをしたのはこれが初めてのような気がした。

        　彼の問いにどう答えればいいのか分からなかったのは事実だが、このキスは決してそれを誤魔化すためのものではない。どんな甘い言葉を紡いでも、隠し事があれば白々しくなるだけだ。その白々しさは微量ではあれ、言葉に含まれる好意的な感情を覆い隠すに違いない。

        　それは嫌だった。嘘を吐いている人間にこんなことを言う権利がないのは重々承知しているが、それでも胸の内に微かに灯るこの温かな感情までもが嘘と思われるのは、悲しいことに思えた。

        　キスならば、たとえそこに本物の恋愛感情がなくとも、この名をつけられない感情だけは唇の柔らかな感触と同じくらい事実として彼の胸に届くはずだ。そう信じたかった。

        　白月は唇を離すと、加賀井がこのキスの意味を追及し出す前に、話題を変えた。

        「……加賀井、殺し屋を辞めるつもりはないのか」

        　一瞬、加賀井の喉元で言葉の詰まる気配が、頭上をかすめた。不躾な質問をしてしまっただろうか、と少し不安になったが加賀井は喉に詰まった言葉をほぐすように丁寧な間を置いて答えた。

        「辞めるなんて、考えたことがなかったな。大袈裟かもしれないが、人間をやめるとか、男をやめるとか、そういう生まれ持ってのものをやめるというくらい、殺し屋であることは俺の一部なんだ」

        　確かに大袈裟な喩えだが、生まれた時から殺し屋になることを決められ、そのための教育を受けてきたことを鑑みれば当然のことなのかもしれない。

        　加賀井は殺し屋という加害者的立場であると同時に、理不尽な運命を背負わされた被害者でもあるのだ。そう思うと、やりきれない気持ちになった。

        「それに辞めても何をしていいか分からない。俺にできるのは人を的確に殺すことだけだ」

        　自負と自嘲が綯い交ぜになった声で加賀井が言ったので、ますますやりきれない気持ちが胸を締め付けた。

        「……そんなことないだろう。加賀井は動物に詳しいからそういう関係はどうだ？　ペットショップの店員とか、動物園の飼育員とか……。あ、いっそふれあい動物園みたいなのを自分で作ってみるのもいいかもな」

        　思いつくがまま動物に接する仕事を挙げると、小さな笑い声が頭上をくすぐった。

        「な、なんだよ、こっちは真面目に考えてるんだからな」

        　口をむっと結び睨むと、加賀井はまだ笑いが尾を引く声で「すまない」と謝った。

        「白月が優しいことを言ってくれるから、嬉しくて。……もし白月がふれあい動物園を作るとしたら、何の動物がいい？」

        　白月の提案とも言えない単なる思いつきが気に入ったのか、楽しげに訊ねてきた。

        「そうだなぁ……、ハリネズミとか？」

        　何となく思いついた動物の名を挙げると、「へぇ、ハリネズミか」と加賀井は妙に感慨を込めて呟いた。

        「あとは？」

        「えっと……、ひつじとか？」

        「うん、いいな。癒やされそうだ」

        　ひつじの柔らかな毛に包まれたような声で加賀井は頷いた。

        　その後もヤギや牛、馬、プレーリードッグ、カピバラなど様々な動物の名前を挙げていった。特に好きな動物というわけではなかったが、この穏やかな時間が少しでも続くのなら、と思いつく限りの動物の名を連ねていった。

        　まるでひつじを数えるように、架空のふれあい動物園に動物が増えていく。やがて、動物たちの柔らかな毛並みのような眠気が二人を包み込み、どちらともなく寝息を立て始めた。

        


        　

        　夢を見た。

        　寝る寸前まで加賀井と作り上げたふれあい動物園の夢だ。腰の高さまでの白い柵にぐるりと囲まれた草原には、色々な動物がいた。穏やかな風になびく草を口に運ぶひつじやヤギ、広い草原を走り回る馬、神経質にピクピクと耳を動かして辺りを見渡すプレーリードッグ。各々が好き勝手に動き、生きていた。

        　そんな動物たちの中心に、つなぎを着た男の背中が見えた。うさぎたちの群れの中にしゃがんで彼らを優しく撫でている。

        　顔が見えないのに、その愛おしげな手つきを見てすぐに加賀井だと分かった。

        　なんだ、もうふれあい動物園を開いたのか。よかったな、動物たちも加賀井に懐いているじゃないか。おーい、加賀井、遊びに来たぞ……――。

        　加賀井の背中に声を掛けようとした瞬間、背後で動物の悲鳴と、明らかに肉を切り裂く惨たらしい音が血飛沫のように噴き上がった。

        　振り返ると、先ほどまでの穏やかな光景はそこになかった。草には血が滴り、草を食べていた動物たちは首と胴体が分かれ倒れていた。その口からは血と唾液と食べかけの草が零れている。

        　恐慌状態となり逃げ惑う動物たちを、血で濡れたような真っ赤なロングコートを纏った人物が斧を振り上げ次々と殺していく。フードを被っているせいでその顔は見えない。

        　的確にというより、ただ乱暴に斧を振り降ろすその手つきにはせめて楽に死なせてやろうというような慈悲は微塵もなく、狂気に取り憑かれるがままに凶器を振り回していることが容易に分かった。

        　狂気の極みを体現するその人物がこちらを振り返ると、コートのフードがするりと脱げた。その人物の顔を見た瞬間、地に伏した動物たちのように白月の全身から血の気が引いた。

        「……大切なものを殺される気分はどうです？　殺し屋さん」

        　ニィ、と伊巻が禍々しいほどに紅い唇を歪ませた。と同時に、斧を振り上げる。それは自分に真っ直ぐ振り下ろされ……――。

        


        「……大丈夫か」

        　目を開けると、心配そうに加賀井が顔を覗き込んでいた。

        　白月はハッとして、体を起こした。嫌な夢を見たせいで、じっとりと体中が汗ばみ、胸には不穏なざわめきが溢れ返っていた。

        「こわい夢でも見たのか」

        　額に張り付いた白月の癖毛を指先で梳きながら、加賀井が言った。まさか昨晩二人で築き上げたふれあい動物園が血塗れになったなど言えるはずもなく、ただ曖昧に笑みを返した。

        「大丈夫。ちょっと寝苦しかっただけ」

        「そうか。水でも持ってこようか」

        「いや、いい。それより風呂を借りてもいいか？　汗かいて気持ち悪くて」

        「分かった。湯をためてくるからしばらく横になっていてくれ」

        「シャワーでいいよ」

        「だめだ、ゆっくり湯に浸かった方がいい」

        　加賀井はそう言うと、肩を押さえて半ば強制的に白月を再び横にさせた。それがまるで病人を寝かしつける母のようだったので白月は苦笑した。

        「分かった。じゃあお言葉に甘えさせてもらう」

        「ああ、そうしてくれ」

        　加賀井は目元を綻ばせ、ベッドから立ち上がった。そして服を整えると、白月の髪に軽くキスしてから部屋のドアへ向かった。

        「……白月」

        　ドアノブに手を掛けながら加賀井が言った。呟きのように小さな声だったが、名前をのせたその声はしっかりと白月に届いた。

        「どうした？」

        　ごろりと寝転んで体ごと加賀井に向き直り、彼の背中を見詰めた。何か大事なことを伝えようとするような決意めいた緊張が背筋に滲んでいる気がして、白月も緊張した。

        　口先まで出かけている言葉を飲み込んだり、また舌先に乗せてみたりするようなじれったい間を置いて、ようやくそれは声を纏い白月の元までやって来た。

        「……昨日のキス、嬉しかった」

        　はにかむような、吐息に似た柔らかさを持ったその声に、白月は少し面食らった。先ほどの躊躇い具合からもっと重要な告白をされるのではないかと身構えていたので、その子供のように純朴な言葉をどう受け止めていいのか分からず戸惑った。表情が見えない分、余計に言葉の意図が掴めなかった。

        　背を向けたまま加賀井が続ける。

        「変かもしれないが、今までしてきたキスで一番、幸せだった。おかしいよな、キスはキスなのに」

        　肩越しに浅く振り返って加賀井が言った。柔らかな笑みを浮かべる口元が肩の線から微かに覗いた気がしたが、その輪郭をなぞる間もなく静かにドアが閉められ、結局それが淡い現実なのか鮮烈な幻覚なのか分からずじまいだった。

        　遠のいていく足音を聞きながら、白月はベッドの中に潜り込み大きく溜め息を吐いた。

        　加賀井を騙しているという罪悪感や彼の生い立ちへの哀れみ、伊巻への恐怖……――。白月の胸中は、二人が激しく交わった後のシーツの皺よりも複雑に様々な感情が縺れ、ぐちゃぐちゃに乱れていた。

        　どうにか加賀井を伊巻の復讐から助けられないかと考えようとすると、紅い唇を歪めた血塗れの伊巻が脳裏に浮かび思考を凍り付かせる。しかし伊巻の復讐に加担し続けたその結末を想像すると、罪悪感に爪が食い込むほど強く心臓を握り潰されるような胸の苦しさと痛みを覚えた。

        　シーツの皺の迷路のようにまるで出口が見当たらず、堂々巡りの葛藤を延々と繰り返す。それは底なしの合わせ鏡の中へ落ちていく感覚に似ている。そこから脱却するには鏡を壊すしかないのに、割れた破片で怪我することを恐れて振り上げた腕を降ろせずにいる自分の意気地のなさにほとほと嫌気が差してくる。

        　答を得られない堂々巡りの葛藤から、無意味な自己嫌悪に思考が移りかけた時、部屋にノックの音が響いた。

        「白月、風呂の準備ができたからいい時に入ってくれ」

        　ドア越しに加賀井の声が届く。声に感情の抑揚はないがこちらを気遣っているのが十分に伝わってくる。その優しさが、罪悪感で傷だらけになった心に痛いほど染みて辛い。

        「わかった。ありがとう。すぐに行く」

        　白月は上掛けから少しだけ顔を出して答えると、再びベッドの中に潜り込んだ。隠れるようにして溜め息をそっと零すと、上掛けの中に残った加賀井の匂いが揺れて胸がまた痛んだ。

        　


        　

        　＊＊＊＊

        　

        「ふふ、ふれあい動物園だなんて、可愛い話をしますわね。とても三十路前の成人男性たちがする話とは思えませんわ」

        　苺をふんだんに使ったパフェを口に運びながら伊巻が言った。彼女の前には、パフェの他にも苺のミルフィーユや苺のパンケーキ、苺のアイスなど苺を使ったデザートが並べられている。今日は、最近このファミレスで始まった期間限定の苺スイーツを食べ尽くすらしい。

        　場所はいつものファミレスで、いつも通り彼女に加賀井と会った日のことについて報告をしている最中だ。

        　ただいつもと違うのは、白月の胸中にある決意だけだ。この決意をいつ言葉にしようと、伊巻の顔色をちらちらと窺うが、苺のように赤い唇と夢で見た鮮血が重なって、その度に心が竦み上がりなかなか言い出せずにいた。

        「まぁ、何にせよ、奴に夢を見させるのはいいことです。貴方も上手くなりましたわね」

        　にやりと意地悪く目元をたゆませる伊巻に、白月は少しむっとした。

        　確かに自分が伊巻の命を受けて彼と過ごしているのは事実だが、あの動物園の話は彼女の命とは全く無関係な感情から出た話題で、そこに小狡い思惑はない。純粋な感情を邪な目で見られるのは気分が悪い。

        「……そんなんじゃないです」

        「ふふふ、謙遜なさらないでください。事実、貴方は上手くやってくださってます。まさかあの男からこんなに人間らしい面を見る日が来るとは思わなかったですもの」

        　上機嫌に言いながら、パンケーキをナイフとフォークできれいに切り分けた。その手つきは夢の中で斧を振り降ろしていた時のような粗野で乱暴な感じはなく、上品さがナイフの先までしっかりと伝っていた。

        「はっきり言って最初は不安でしたの。貴方に執着しているとはいえ、愛する恋人に振られたくらいでこの男は動揺するのかしら、ってね。……でも無用な心配だったようですわね」

        　伊巻は満面に不気味な笑みを浮かべ、小皿に取り分けたパンケーキを白月の前に差し出した。テーブルに置いた弾みで、苺がパンケーキから一欠片だけ落ちた。

        「あの男にも心があったことに安心しました。これで私の計画は上手くいきますわ」

        「……伊巻さん」

        「何です？」

        　伊巻がパンケーキを口に運ぶ手を止めた。白月は、彼女が持つナイフの鋭利さから目を逸らして口を開いた。

        「もう、やめませんか、こんなこと……」

        　人生で一番の勇気を振り絞って出した言葉は、ひどく弱々しく小さな声で、滑稽なくらい震えていた。しかし伊巻にはしっかり届いたようで、いつも口元に浮かべている不敵な笑みを消し、目を僅かに見開いていた。

        　白月の言葉が想定外なのか想定内なのかは分からないが、随分余裕のある間を置いて再び笑みを作るとナイフとフォークを皿の上に静かに置いた。

        「……そうですわよねぇ、私もやめた方がいいかな、とは思ってましたの。こうやって同種類のメニューを一気に注文するの。食べ物を粗末にしたくありませんから全部食べるんですけど、さすがにこれ以上続けたら体型の維持が難しいかなって」

        　ふぅ、と見当違いな憂いを帯びた溜め息を零す伊巻に、白月は最初呆気にとられた。しかしすぐに彼女がはぐらかしていることに気づき、思わずカッとなった。

        「はぐらかさないでください！　分かっているでしょう、俺が言いたいことは……」

        「貴方こそ分かりませんの？　私がなぜこんな頓珍漢なことを言っているか」

        　冷え冷えとした声に遮られて、思わず身が竦んだ。ちらり、と血の気を感じない視線を向けられ言葉を飲み込んだ。

        「貴方の気の迷いに気づかない振りをしてあげてますのよ。それ以上くだらないことを言わないなら、一時の気の迷いを見逃して差し上げます。お分かりになったらその浅はかな口を閉じてください」

        　言い終えると、もう話は終わったとばかりに伊巻は再びフォークを持ちパンケーキを口に運んだ。

        　淡々とした口調だが、絶対君主らしき無言の圧力が言葉の端々から滲み出ている。彼女の逆鱗に触れる寸前であることは明らかだった。

        　しかし、白月は閉じかけた唇を震えながら再び開けた。

        「……あいつは好きで殺し屋をしているわけではないんです」

        「そうらしいですわね」

        「殺し屋として育てられたからあんな風になったわけで、普通の生き方を知らないし、選べなかったんです」

        「そうですわね。誰も生まれは選べないですわ」

        　どんなに必死に言い募っても、彼女から返される言葉は薄っぺらな同調ばかりで、白月の言葉が何一つ響いていないのがよく分かる。そのことが歯がゆくて、思わず声が大きくなった。

        「ちゃんと話を聞いてください！　あいつは……」

        　ガンッ！　と陶器に固いものが当たる音がテーブルに伝った。見ると、伊巻がミルフィーユにフォークを突き刺していた。ミルフィーユの層の隙間から生クリームや苺が臓物のようにはみ出ていた。

        　白月の渇いた喉がごくりと蠢いた。

        「……だったら何ですの？」

        　冷ややかな声に反して、こちらを睨む鋭い眼光は苛烈な熱を孕んでいた。

        「あの男が好きで殺し屋をしていないことが、殺し屋として生きることしか知らないことが、恋人を殺された私の怒りの、何の慰めになるというのです？」

        　白月は黙り込んだ。伊巻に恐怖したのももちろんだが、彼女の瞳に薄らと帯びた涙に、声に滲む痛切な響きに、正しく答えられる言葉を持っていなかったからだ。

        　何も言い返せず続く沈黙を、伊巻が鼻で笑って打ち切った。

        「……言っておきますが、貴方を利用してあの男に絶望を与える方法はいくらでもありますのよ。プロの拷問師を雇って貴方に苦痛を与える姿をあの男に見せて殺すだとか、拘束したあの男の体を貴方の手で少しずつ切り落としていくだとか――」

        　真っ赤な唇を歪ませて嬉々として連ねる残酷な方法に、全身の毛が逆立った。伊巻は服の下で粟立つ肌を見透かすように冷笑した。

        「これでも思いついた方法から一番平穏な計画を実行していますのよ。……でも、貴方の気持ちが変わったなら躊躇なく私は計画を変更しますわ。今度私のやり方に異議を唱えるならその覚悟をしておいてくださいね」

        　言い終えると、彼女は不気味な笑みを残してその場から立ち去った。

        　しばらくテーブルの上に並ぶ食べかけの苺のデザートを放心状態で見詰めた。高校生の集団がテーブルにぶつかった拍子に、ミルフィーユに突き刺さったフォークが傾いで、抉られた傷口から血が滲むように、苺のソースが生地とクリームの間から覗いた。


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　いつものことだが、加賀井の家のインターフォンを鳴らす瞬間は、後ろめたさで胸が重くなる。先日伊巻の脅しに臆してしまった意気地のない自分への自己嫌悪も加わり、今日は一層胸が重い。

        　暗く淀む胸の内に新鮮な空気を送り込むように大きく深呼吸して、インターフォンを押した。

        　モニターに加賀井の顔が映し出される。それだけで、鼓動が小さく揺れた。

        「いらっしゃい」

        「遅くなってごめん。残業があって……」

        「大変だったな。気にしなくていい。それより早く来てくれ。見せたいものがあるんだ」

        　意味深な言葉を残してモニターがプツンと切れた。嘘の言い訳を連ねる白月を労りつつも、なぜか急かす加賀井に首を傾げる。

        　とりあえず開けてもらったドアからエントランスを抜けてエレベーターに乗り込んだ。部屋に向かう間、加賀井の言った〝見せたいもの〟という言葉が引っ掛かっていた。後ろめたさのせいでその言葉に不穏なイメージが纏わり付くのを、加賀井の比較的明るい声の調子を思い出しながら何度も振り払う。

        　部屋の前でインターフォンを押すと、すぐにドアが開いた。いつものことだ。

        　しかし、白月を出迎えたのはいつもの目尻を緩ませた加賀井ではなかった。

        「うわ！」

        　目の前には亀がいた。突然現れた小さな円らな瞳と、爬虫類特有の乾いた草色の肌に驚き思わず仰け反ると、亀を両手で持ち上げていた加賀井が亀の後ろからひょっこりと顔を覗かせた。

        「びっくりしたか？」

        「そりゃあびっくりするだろ！　どうしたんだその亀？」

        「一昨日からうちで飼うことにした」

        「え！」

        　事も無げに加賀井が言ったので、白月は目を丸くした。ついこの間会った時は亀のことなど何も言っていなかった。そもそも、死んだ時悲しいから動物は飼わないと言っていたはずだ。

        「動物は飼わないって言ってなかったか？」

        　亀と加賀井を交互に見ながら率直な疑問を口にすると、

        「ふれあい動物園を作るんだろう？　それなら普段から生き物と触れていた方がいいと思ってな」

        　さらりと言ってのけた言葉に、白月は思わず「へ？」と間抜けな声が出た。

        「ちょ、ちょっと待て。なんかその言い方だと勝手に俺もふれあい動物園を作ることになってないか？」

        「当然だろう？　白月が言い出したんだから。二人なら上手くいくはずだ」

        「いやいや、俺は提案しただけだ！　というか、ふれあい動物園のこと、本気にしてたのか？」

        　勝手に加賀井の将来設計に自分を組み込まれていることにも驚いたが、まさか絵空事のような提案が、彼の中でここまで現実的に考えられているとは思っていなかったのだ。

        「……白月は本気じゃなかったのか」

        　しゅん、と少し悲しげに問われて、良心がズキリと痛む。

        　もちろん本気ではなかったが、ふれあい動物園を作るという優しい空想が、殺し屋という物騒な仕事から足を洗うきっかけになればと願ったのは本心だ。

        「お、俺の気持ちはともかくとして、そもそも加賀井は今の仕事、辞められるのか」

        　まさか殺し屋と兼業することはないだろうと思いつつも、殺し屋であることは自分の一部みたいなものだとまで言っていたのだ。俄に信じ難い。

        「辞めるつもりではいるが、仕事が仕事だからすぐには無理だ」

        　残念ながら、というように苦笑らしきものを口元に浮かべる加賀井だが、その目は爽やかだ。

        「でも、いつかこの仕事を完全に辞められた時のために準備をしておきたい。ふれあい動物園を作りたいのに動物を飼ったことがありません、じゃあさすがにだめだろ」

        　無邪気に笑って加賀井が言った。自分が殺し屋から足を洗い新しい道を歩むことを、その時白月が隣にいることを、そして白月自身を、信じて疑わない瞳があまりに眩しくて思わず俯いた。罪悪感に締め付けられて心臓から短い鼓動が細切れに零れる。

        　この計画の終わりは、もうすぐそこまで差し迫っている。その時、きっと加賀井はまだ殺し屋のままだろうし、計画が成功しても失敗しても加賀井か白月、どちらかはきっとこの世にいない。

        　あの夜、二人で作り上げたふれあい動物園は本当に夢物語だったのだな、と今になって痛感した。真に受けて亀を飼い始めた加賀井に驚きながらも、実は自分もどこかで期待していたのかもしれない。そうでなければ、この罪悪感とも哀れみとも違う胸の痛みを説明しようがなかった。

        「……そうだな、それじゃあ園長として示しがつかないな」

        　何とか笑みを作り顔を上げると、加賀井が亀の顎下を撫でながら頷いた。

        「ああ、だから今たくさん勉強中だ。色々大変だが楽しい。このイズミは食いしん坊で、野菜をいくら切っても間に合わなくて……」

        「ちょっと待て」

        　聞き捨てならない単語に、思わず話を遮った。

        「今、聞き間違えじゃなければイズミって聞こえたんだけど、まさかそいつの名前じゃないだろうな……？」

        「ん？　もちろんこいつの名前だ」

        　加賀井は亀の頭を愛おしげに指先で撫でながら答えた。

        「……もしかして俺の名前が泉だってことを忘れていないか」

        「何を言ってるんだ、俺が白月の名前を忘れるわけないだろう」

        「だったらなおさらタチが悪い。悪いけどそいつの名前を変えてくれ」

        「なぜだ？　ペットに可愛い名前をつけるのは当然だろ。イズミ以上に可愛い名前はこの世にない」

        　堂々と胸を張って言い切る加賀井に、白月は額に手を当て溜め息を吐いた。断言するその戯言を一刀両断してやりたかったが、それが無駄であることは火を見るより明らかだ。なので、違う攻め方をすることにした。

        「……逆で考えてみろ。俺がペットに宗親って名前つけて『よしよ～し、宗親かわいいね～』とか言って頭を撫でてたらどう思う？」

        「……それは嫌だな」

        「だろ？」

        「嫉妬でどうにかなりそうだ」

        「……へ？」

        　予想外の返答に眉間に皺を寄せるが、加賀井はそんなこと気にも留めていないようで右の拳をグッと握りしめ力説した。

        「動物に罪がないのは分かっている。だが俺もまだ呼ばれていない名前を後からやって来たペットが当たり前のように呼ばれて白月に褒められたり撫でられたりするなんてことを考えたら俺は……！」

        　悲痛な表情で頭を抱える加賀井に、白月こそ頭を抱えたくなった。同じ立場になって考えれば伝わるのではないかと思ったが、同じ立場になろうと、そもそもの思考回路が全く違うのだ。理解してもらえるはずがなかった。

        「……もしかして白月も同じ気持ちに？　だからイズミの名前を変えろって……」

        　ハッと弾けるように顔を上げる。その表情によくない輝きが帯び始めたので、白月は即座に否定した。

        「いや、違うから。全然そういうのじゃない」

        「でも他に同じ名前をつけられて嫌な理由があるか？」

        　純粋に首を傾げる加賀井に、これはどう説明しても理解してもらえないと悟った白月は、溜め息で自分を宥めながら腹を括った。

        「……ごめん、加賀井にはきっと分からないだろうな。うん。もういいよ、イズミで」

        「え、でも、それだと白月がイズミにヤキモチを……」

        「妬かないから」

        　いらぬ心配を断言でもって遮る。

        「ほら、もう名前のことはもういいから中に入るぞ。……その、イズミの家を見せてくれよ」

        　くるりと加賀井の体を反転させ背中を押してやや無理やり部屋の中へ入れる。白月が口にしたイズミの名を聞いて加賀井が目元を緩めた。

        「ああ、見てくれ。リクガメはよく動き回るから大きい水槽を買ったんだ」

        　今度は加賀井の方が背中を押す白月の手を取って意気揚々とした足取りでリビングに向かって突き進み始めた。頬にはどこか少年を思わせる昂揚が滲んでいるのが、胸をまた切なくさせた。

        　加賀井の体を挟んで向こう側にいるイズミをちらりと見遣ると、小さな瞳をゆっくりと瞬きさせ、泰然とした様子で前方を見詰めていた。

        　――もし加賀井がこの先いなくなったらこの亀は自分が引き取ろう。

        　イズミの妙に落ち着き払った横顔を見ながら、白月は胸の奥でそっと決意した。罪滅ぼしにもならない自己満足に過ぎないが、それ以外に加賀井のためにしてあげられることを思いつかなかった。

        


    

    
        番外編　殺し屋は浮つく心を許さない　


        　

        　＊＊＊＊

        　

        『好きなタイプは？』

        　プロフィールカードの何気ない質問に、どきりと心臓が小さく跳ねた。その質問がなぜか加賀井を思い起こさせたからだ。

        　思わず顔を上げ、辺りを見回すが、木調で統一された小洒落た店内に加賀井の姿はなかった。

        　加賀井に黙ってきたからいなくて当然なのだが、ほっと胸を撫で下ろす。

        　白月は小さなバーで開催されている街コンに参加していた。もちろん恋人を探すつもりは毛頭ない。加賀井の嫉妬深さを考えれば、こんな場所には一秒だっていたくない。それでも加賀井に黙ってまで参加しているのは理由がある。

        　それは、一昨日のことだった。

        　

        「頼む！　街コンに参加してくれないか？」

        　電話の向こうの必死な表情が容易に想像できる声は、以前勤めていた会社の元上司、河口宏典(かわぐちひろのり)のものだった。

        　河口は入社した当初からよく白月の面倒を見てくれた。明るく、優しく、仕事もでき、まさに理想の上司だった。入社してまだ間もない頃、大きなミスをした白月を責めることなくフォローしてくれたのも彼だった。

        　友人らとバーを立ち上げるため、一昨年に退職したのだが、河口が退職してからも、相談したり愚痴ったりするために、彼の経営するバーにちょくちょく顔を出しており、未だに交流は続いていた。

        「実はさ、俺のところが主催でやる街コンが明後日あるんだけど、急にキャンセルが三人も出てさ。さすがに三人足りないのはまずいんだよ。それで今、急遽参加してくれる人を探してるんだけどなかなかいなくて……」

        　なかなか参加者が見つからないのだろう。事情を説明する河口の声は疲れ切っていて、いつもの明るさがない。

        　お世話になった河口さんの頼みなら喜んで、と言いたいところだが、脳裏をよぎる加賀井の影が、口を噤ませた。

        　白月が他者と交流するのをあまり快く思わない嫉妬深い恋人が、街コンなどという出会いの場へ赴くことを許すはずがなかった。事情を話したところで絶対首を縦に振らないことは目に見えている。

        　しかし困っている河口の頼みを無碍に断るのも躊躇われ、返事に困っていると、

        「もちろん参加費はいらない。好きなだけ飲んで食ってくれ。あともしあれなら瑠璃ちゃんには俺から話しておくから」

        　畳み掛けるように言う河口の言葉に、心臓がどきりと跳ね上がった。

        　河口には瑠璃と付き合った当初、バーに連れて行き紹介したのだが、その後のことは話していなかった。女に騙されて借金を背負わされ、その上会社をクビになったなど、情けなくて言えるはずがない。

        「あ、いや、瑠璃のことは気にしなくて大丈夫です」

        　咄嗟に嘘を吐いたが、情けなさにより拍車をかけるだけで、胸が重くなった。

        「じゃあよかった。でももし瑠璃ちゃんとそのことでケンカになったら俺が土下座して謝りに行くから」

        「ははは……、どうもありがとうございます」

        　少し明るくなった河口の声に、ますます断りづらくなった。

        　どうすべきか迷ったが、世話になった河口の頼みはやはり断れないという恩義の情と、瑠璃のことを隠している後ろめたさ、そしてたった数時間くらいのことなら加賀井にバレることはないだろうという楽観的な考えから、ついに白月は頷いたのだった。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　金曜の夜、いつもなら仕事帰りを装って、加賀井の家に行くのだが、今日は「取引先との飲み会」と言って街コン会場に来ている。

        　特に怪しんだ様子もなく「大変だな」とこちらを気遣う加賀井に、上手く騙せてほっとすると同時に、少しだけ後ろめたさを覚えた。

        　その後ろめたさが亡霊のように消えず脳裏にいるためだろう、ちょっとしたことで加賀井のことを思い出し、その度に思わず辺りを見回してしまう。

        　街コン開始十分前とあり、席もだいぶ埋まって来ていた。受付でもらったプロフィールカードに記入しているためほとんどの人が下を向いている。白月の前に座る女性もそうだった。

        　初対面の人間との会話があまり得意でない白月にとって、それは有り難いことだった。

        　バーには何度か来ているが、今日は街コン仕様なのか、少しテーブルの配置が違っていた。窓側の席に女性が座り、テーブルを挟んだその向かいに男性が座る形だが、普段よりも二人席を多く要するため、違う場所から持って来たのだろう種類のテーブルが混じっている。隣は正方形のテーブルなのに、こちらは丸テーブルで、それぞれのテーブルの間に微妙な間ができていた。

        　その頓着のなさから、河口の大雑把さを思い出して苦笑していると、カツン、と靴先に何かが当たった。

        　テーブルの下を見ると、床にボールペンが落ちていた。

        「あ、すみません……」

        　自分の前に座る女性が焦ってテーブルの下に手を伸ばすが、ペンは白月側に転がっている上、窓辺側の席はテーブルとの距離が少し狭く、余計取りにくそうだった。

        「どうぞ」

        　白月が取って渡すと、女性は小さな声で「すみません……」と言って受け取った。その手は少し震えていて、緊張していることがよく分かった。小柄で大人しそうな黒髪の女性で、不安と緊張が漂う目元は少女のようなあどけなさがあった。

        「狭くないですか？　もう少しテーブルをこっちに寄せましょうか」

        「あ、いえ、大丈夫です。ありがとうございます」

        　素直さを感じさせる柔らかな笑みを浮かべて頭を下げる彼女に心が和む。河口に頼まれたこととはいえやはりこういった場は苦手な白月にとって、近くの席に座る人間の人柄は重要だ。彼女ならば、安心して話せそうな気がした。

        　再びプロフィールカードへ記入し始めた彼女に、そういえば自分もまだ途中であることを思い出し、カードに向き合う。

        『好きなタイプは？』との設問に、何となく前に座る女性のことが気になって「物静かな人」と書きそうになったが、加賀井に訊かれた時とまんま同じ答えになっていることに気づいた。つきまとう加賀井の影が鬱陶しくなってきて、それを振り払うように「嫉妬深くない人」と力強く書き殴った。

        　

        　主催者である河口が司会を務め、簡単に注意事項や今日の流れを一通り説明すると、まずは十分ごとに男が席を移動して全員と話すという、いわゆる回転寿司型トークに入った。

        　ぎこちなく互いに笑みを交わして、カードを交換する。

        　紺野(こんの)いちか、二十六歳、事務員、趣味は読書、好きなタイプは優しい人……ひとまずざっと目を通していると、目の前で同じくカードを読んでいる彼女がくすりと笑った。

        「なんか変なこと書いてました？」

        　少し焦って訊くと彼女は慌てて首を振った。

        「すみません、笑ってしまって。全然変なことは書いてないんですけど、好きなタイプが嫉妬深くない人ってあって、きっと前に付き合った人がよっぽど嫉妬深くて苦労したんだろうなぁと思って」

        「はは……、まぁ、そんな感じです」

        　まさか今もその嫉妬深い恋人に現在進行形で悩まされているとは言えず、笑いが引き攣る。

        「気を悪くされたらすみません。でも私も前に付き合っていた人が嫉妬深くて大変だったんです。だからなんか親近感が湧いて」

        　影のある苦笑を零す彼女に、白月の方も親近感を覚えた。

        「きっと紺野さんが可愛いから心配だったんでしょうね」

        「そんなんじゃないですっ。私、全然モテないのに、会社の男の人と飲みに行っただけですごく怒って。しかも二人きりじゃないのに」

        　当時の理不尽さを思い出してか、彼女は頬を膨らませた。

        「あー……、でも分かります。俺も全然モテないのに、普通に話すだけでも勝手に勘違いしてヤキモチ焼いて……」

        「分かります分かります！　それで全然私も向こうもそんなつもりはないよって話しても全然聞き入れないし」

        「そうそう、思い込みが強くて、向こうが絶対俺を狙ってるみたいなありえないことを断言するんですよね」

        「わー！　分かる分かる！　分かりすぎます！」

        　興奮気味に声を大きくしたいちかに両テーブルから反射的に視線が向けられ、彼女はハッとしたように身をすぼめた。

        「す、すみません、声が大きくなっちゃって」

        　恥ずかしそうに声を小さくして彼女が謝った。

        「いやいや、全然気にしないでください。むしろ分かってくれる人がいて嬉しいというか」

        　事情が事情なので加賀井への不満を誰にも話せずにいたので、こうして共感して話し合えるのは素直に嬉しかった。

        「私もです。友達に愚痴っても、彼がイケメンだったこともあって惚気としか思われなくて……」

        「吐き出せないのって辛いですよね」

        「そうなんです。でもまさか街コンで元彼の愚痴を言えるなんて思ってもいませんでした」

        「俺もです」

        　最初の緊張など吹き飛んでしまったように楽しそうに笑う彼女につられて白月も笑った。

        「あ、街コンらしいことも話さないとですね。えっと、趣味のところ読書って書いてますけど、どんな本を読むんですか？」

        「小説と漫画をよく読みます」

        「あ、俺もです。紺野さんは漫画はどんなの読むんですか」

        「少女漫画から少年漫画までなんでも読みますよ。でも一番好きな漫画は『ババコン』っていう昔のギャグ漫画なんですけど……」

        「え！　俺も！　小学生の頃から『ババコン』ファン！」

        　思わぬ同志発見に嬉しくなってついタメ口になったが、彼女は全く気にしておらず「うそ！」と口元を両手で覆って興奮気味に目を輝かせていた。

        「うわぁ、すごく嬉しいです！　なかなかこの漫画知ってる人自体が少なくて……」

        「分かる分かる。本当にだからこそ同志に出会えた時の喜びは格別ですよね」

        「分かります」

        　しみじみとお互いに頷き合っていると、

        「はーい！　それでは十分経過したので席替えですー！」

        　司会の河口がマイクを通して、制限時間を告げた。

        　せっかく同志を見つけたのでもっと話したかったが、ルールを破るわけにもいかず名残惜しい気持ちで席を立つ。

        　それはいちかも同じだったようで、立ち去る間際「よかったら、またあとでゆっくり話してください」と声を掛けてくれた。

        　正直なところ、こういった場で異性とここまで会話が盛り上がったことのない白月は、今までにない好感触に思わず心が躍った。

        　

        　一通り全員と話し終わった後、一列に並んだテーブルは店員たちによって動かされ、立食型のパーティーに移行した。

        「それでは、今からはフリータイムに入ります！　さっき話して気になる人がいたらじゃんじゃん話しかけてください！」

        　司会者がそう言い終えると、店内の音楽のボリュームが大きくなった。

        　戸惑いが辺りに漂い少しぎこちなくなったが、勇気ある一人が動くと、それにつられるように男たちが徐々に意中の女性の元へ散らばっていった。

        　何となく白月はいちかの姿を探したが、彼女の隣にはすでに先客がおり、垢抜けた若い男と楽しげに話していた。

        　せっかく出会えた同志だったので、できればゆっくり話したかったのだが、桜である白月が真剣に出会いを求める人間を差し置いてでしゃばるわけにはいかない。一人になっている女性がいないことを確認してから、白月はカウンターの席に腰を下ろした。

        　すると河口がすす、とこちらにやって来た。

        「悪いな、無理を言って来てもらって、はい、これサービス」

        　河口は詫びながら、白月がいつも注文するお気に入りの酒をテーブルに置いた。今日は飲み放題ではあったが、メニューが限られていたので馴染みの酒に思わず頬が緩む。

        「ありがとうございます。でも河口さんにはずっとお世話になっていたので役に立ちたかっただけなんで、全然悪いことないですよ。酒までおごってもらってむしろラッキーです」

        「お前ってやつは本当にいい奴だな……！　面倒見ててよかった」

        　感激した風に言って、大げさに腕で目元を拭う河口に、白月は苦笑する。

        「大げさですよ。ところでキャンセルがあった分の補充は間に合ったんですか？」

        「いや、お前を入れて二人だけしか集まらなかったけど、女の子も一人キャンセルが出たから、男女ちょうどの人数になったんだよ。本当によかった。やっぱり女の子がひとりあまるっていうのはよくないからなぁ」

        「男だってあまったらつらいですよ」

        「あはは、経験者は語るってか」

        　豪快に笑うと、河口はカウンターの向こうに手を伸ばして飲みかけのペットボトルを取った。

        「ところでいい子いた？　……って瑠璃ちゃんに怒られるか」

        　ペットボトルの水を一気に飲み上げてから、河口が訊いてきた。

        　いい子、と言われて咄嗟にいちかの顔が浮かんで慌てて頭を振る。

        「そうですよ、怒られますよ。今日来るのだって大変だったんですからね」

        「そうかそうか、ごめんごめん。今度また二人で店来た時にたっぷりサービスするからさ」

        　そう言うと、ぽんと軽く肩に手を置いてから河口は席を立ち他のスタッフの元へ向かった。

        　河口にいつか本当のことを打ち明けなければと思いながら、溜め息と共に酒を飲み下していると、

        「あの、お隣いいですか」

        　背後から控えめに声を掛けられ振り向くと、いちかがにっこりと笑って立っていた。

        　まさか彼女の方から来てくれるとは思っておらず驚く。

        「あ、どうぞどうぞ、座ってください」

        　戸惑いと嬉しさでどぎまぎしながら答えると、いちかは隣の席に腰を掛けた。

        「よかった、白月さんが一人でいてくれて。ババコンの話したかったんです。もう正直、ずっとそのことばっかり考えていました」

        　照れ臭そうに、けれど生き生きとした声で言いながら彼女が笑う。

        　街コンで好意的に接してくれる女性ということで、瑠璃の影が胸をかすめて警戒しないでもなかったが、媚びるような甘さのない素朴で屈託のないその笑みは恐らく人を騙すような狡猾さとはまるで無縁に思えた。

        「よかった、俺も話したくてうずうずしてました」

        「ふふふ、じゃあ今夜はババコンについてじゃんじゃん語りましょう」

        　嬉しそうに言って、彼女は店員にカシスオレンジを頼んだ。

        「それじゃあ、同志に出会えた奇跡に乾杯ってことで」

        　彼女が運ばれたグラスを持ち上げて白月へ差し向ける。

        「うん、乾杯」

        　カラン、とグラスとグラスがかち合う心地よい音を聞きながら、白月は頬を緩めた。

        　

        　彼女との会話は予想以上に盛り上がった。お互い人見知りする性格だということが嘘のようだ。

        『ババコン』というマイナーな漫画の数少ない同志ということで興奮しているのもあるが、彼女とは笑いのツボなどの感性も近いと感じた。

        　彼女の口から出てくる言葉には爽快な共感しかなかったし、また彼女も同じ気持ちのようで、白月の言葉に深く頷き、時には声を上げて笑った。

        「でも今日は参加してよかったぁ。まさかババコン好きな人と会えるなんて、家出る時には思いもしなかった」

        　すっかり意気投合して互いの言葉からいつのまにか敬語は消えていた。

        「俺もまさか会えるとは思ってなかったよ」

        「しかも話がすごく合うし、ほんとラッキー」

        　少し顔を赤くして甘い酒を口に運びながらにこにこと笑う彼女に、可愛い酔い方をするなぁと愛しさにも似た甘く淡い感情を抱く。

        「前に、オフ会に参加したことがあったんですけど、同じババコン好きの人でも全然話が合わなくてがっかりしたんです。同じ漫画の話をしてるはずなのにちっとも盛り上がらなくて」

        　いちかはその弾まない会話を思い出してげんなりするように溜め息を吐いた。

        　彼女の言葉に、ふと加賀井のことを思い出した。彼も『ババコン』を読んでいるが、こんな風に共感し合ったことは一度もない。けれど、加賀井のズレた感想に対していちかのようにがっかりすることはなかった。むしろ腹を抱えて笑うことすらあった。

        　嫉妬深さは恐ろしいが、そういった可愛らしい一面もあるものだから全くおかしな男だと内心で苦笑していると、

        「ふふふ」

        　いちかが酔いに浮かされた楽しげな笑いを零す。

        「どうしたの？」

        「ううん、べつに。ただ今日白月さんと会えて本当によかったなぁって思って」

        　女のしたたかな打算や企みを持たない少女のような純粋な笑みでもって彼女が言った。なのにほろ酔いの潤みを帯びたその瞳に鼓動が速まって、どうしようもなく劣情を煽られる。

        　乾いた喉にごくりと無意識に唾液を送り込む。

        「あ、もしよかったら連絡先教えて。白月さんとは気が合いそうだから今度漫画オススメ会したいな」

        　スマホを取り出し楽しそうに提案する彼女の言葉に少し迷った。もちろん彼女とは好みが合うので、その提案は胸が躍るほど魅力的だった。しかし、加賀井のことを思うと軽い気持ちで頷くのは躊躇われた。

        　ただの友人として付き合うならば、嫌な顔はするだろうが加賀井も黙認するだろうし、そもそもそこまで口出しする権利もない。

        　だが、こんなにも気が合い可愛らしい彼女に、自分が恋愛感情を抱かない自信がなかった。

        「……あ、ごめんなさい、急に困りますよね。つい嬉しくて調子に乗ってしまいました」

        　返事に迷っている白月に拒まれたと思ったのか、恥ずかしそうに、そして悲しげにいちかはスマホを仕舞おうとした。敬語に戻ってしまった彼女に寂しさと申し訳なさを覚えて、気づけばその手を掴んでいた。

        「全然困ってなんかないっ。ただ、少し驚いただけというか……」

        　目を丸くするいちかに、つっかえながらも決して連絡先の交換が嫌なわけでないことを伝える。

        「だから連絡先よかったら……」

        　続く言葉をスマホのバイブ音が遮った。唸るように鳴り続けるテーブルの上にあるそれに目を遣る。

        「……っ」

        　画面上の『加賀井』の三文字を認めた瞬間、全身を駆け巡るようにぶわりと鳥肌が立った。心臓が変形してしまったのではないかというようなひしゃげた鼓動が胸を打つ。

        「あ、どうぞ気にせず出てください」

        　なかなか電話に出ようとしない白月に、自分に遠慮しているのだと思ったのだろう、いちかが言った。

        「あ、ああ、うん、ありがとう。じゃあちょっと出てくる……」

        　本当は出たくなかったが、後のことを考えるとここで電話を無視するのは賢明ではない。

        　しつこく鳴り続けるスマホを手に持ち、席を離れた。

        　店内の音楽があまりうるさくない入り口付近に行ってから、震える体を宥めるように深呼吸を数回繰り返して電話に出た。

        「ごめん、出るのが遅くなって。店の音がうるさくて気づかなかった」

        　声の震えを押し殺すようにして、なるべくゆっくり慎重に話す。肥大した鼓動が喉の手前まで迫ってくる。

        『こっちこそごめん。飲み会の時に電話して』

        　白月の緊張に反して、加賀井の声は普段と変わらない淡々としたものだった。そのことに少しだけほっとしたのも束の間、続く加賀井の言葉に胸の底がひやりと冷えた。

        『ちょっと用事で街まで出てるから、もしよければ飲み会終わってからどこかで合流できないかと思って』

        　この街に加賀井がいる――。その事実に、ぐにゃりと心臓が捩れた。

        　反射的にガラス張りの店の出入り口から外を見る。店の前を行き交う人々の中に加賀井の姿はない。

        　それでも不安で白月は店の扉に背を向けた。

        「……へぇ、そうなんだ。今どの辺にいるんだ？」

        　何とか平静を装いながら、探りを入れる。

        『駅の近く』

        　加賀井の返答に少しだけほっとした。この店は駅から徒歩で二十分はかかる。

        『白月のいる店は駅から遠いか？　店の名前を教えてくれたら近くまで行って待っとく。繁華街は変な奴が多いし』

        「え！　いや、来なくていいよっ」

        　加賀井の申し出に慌てて首を振ってからハッとする。こんなに慌てては、隠し事があると言っているようなものだ。

        　落ち着けと自分に言い聞かせながら口を開く。

        「あ、気遣ってくれたのにごめん。実は飲み会が盛り上がって、二次会も参加しないといけない流れになってさ。お得意さんも一緒だから帰るわけにいかないし」

        　全く参ったよ、といかにもこの展開が不本意であるように嘘を連ねる。

        『そっか、大変だな』

        　意外にもあっさりと引き下がった加賀井にほっと胸を撫で下ろした。

        「ごめんな、せっかく誘ってくれたのに。明日は休みだから、加賀井の家に行かせてもらうよ」

        　嘘を吐いている後ろめたさからというより、相手の意識を今から明日へ向けようという姑息な考えから、宥め媚びるように言った。

        『ああ、分かった。忙しいところすまなかったな。最後にひとつ聞きたいんだが、白月の行っている店はなんて名前だ？』

        　まさか店まで来るつもりではないだろうかと不安が胸によぎる。

        「あー……、なんか難しい文字で読めないんだよなぁ」

        　事実、河口の店の名前は『Ich　bin　dicht』と洒落ているが日本人には馴染みのないドイツ語で、大概の人間は読み方が分からず音にするのを躊躇う。カタカナに弱い白月も憶えるのに苦労した。

        　不用意なことを零さないよう話を打ち切ろうとしたところで、背後から、チリン、と扉のカウベルの音がした。

        　喫煙は外でとなっているので、街コンに参加している喫煙者が戻ってきたのだろう。白月は振り向かないまま、邪魔にならないよう壁際によけた。

        「俺、外国語の店の名前ってなかなか憶えられなくて。まぁ店の人に聞いてまた明日にでも教え……」

        「Ich　bin　dicht」

        　白月の言葉を遮るように、加賀井が馴染みの店の名を滑らかに発音した。

        　しかもその声は電話の向こうから届いたものではなかった。

        　重苦しいほど輪郭のはっきりとした気配が白月の背後に立つ。助けを求めて行き止まりの壁を死に物狂いで叩き続けるように激しく鼓動が胸を打つ。

        　体が石のように固まって動かない。なのに体のいたるところに汗が滲んで、今いる場所が現実であることを嫌というほど分からせてくる。

        「ドイツ語でベロベロに酔う、という意味だ」

        　耳元で、いつか河口が教えてくれた店の名前の意味を囁かれる。電話はとうに切れていて、ツーツー、と規則的な電子音がスマホと耳の間の隙間に冷たく響いている。

        「……白月、こっち向いて」

        　感情の読めない声で加賀井が言った。凄みをきかせているわけでも、高圧的なわけでもなかった。平板な口調にも関わらず、その言葉に逆らうという選択肢はなかった。

        　ゆっくりと、骨や筋肉が軋むようにぎこちない動きで振り返る。

        　分かっていたことなのに、後ろに立つ加賀井の姿を認めた瞬間、氷海に沈められたように全身の血が固まった。

        「駅にいるって嘘をついてごめん。……でも白月も嘘をついてたんだから問題ないよな」

        　皮肉っぽく言って口の端を歪ませる。嫌味な言葉選び、嘲りを含んだ声、こちらを見下ろす冷たい瞳……彼の全てが白月を責め、静かに、しかし苛烈な怒りを露わにしていた。

        　ぶわり、とおびただしい数の鳥肌が全身を覆った。

        「う、嘘ついて、ごめんっ、でも決して出会いを求めて街コンに参加したわけじゃなくて、河口さんに頼まれて、あ、河口さんって俺の元上司で、どうしても出てほしいって頼まれて、前にすごいお世話になった人だから断れなくて……」

        　気づけば頭を下げ、支離滅裂寸前の拙さで弁解を連ねていた。

        　話の着地点も分からないまま、許しを得るためただひたすらに口を動かし続けた。

        　喉も舌もすっかり干上がって、言い訳を連ねるほどに口内の乾いた粘膜に舌が引っかかって言葉がつまずく。

        　口を挟むことなく、黙って白月の弁解を聞き続ける加賀井だが、それが彼の心に少しも響いていないのは冷たい表情を見れば明らかだった。

        　気づけば弁解の材料も言葉も尽き、沈黙が重苦しく胸にのしかかってきた。

        「……言い訳はそれだけか」

        　蔑みをありありと含んで薄く笑うと、加賀井は白月の腕を強く引いて店のトイレに入った。

        　後ろ手でかけた鍵の音に逃げ場を完全に失ったことを悟り、ごくりと唾を飲み込んだ。

        　反射的に後ずさったが、すぐに洗面台にぶつかって狭い空間に二人きりであることをさらに自覚して体が竦んだ。

        「……いい女はいたか？」

        　加賀井が立ち塞がるようにトイレの扉に背をもたれて訊いてきた。

        　白月は縋る思いで、激しく首を横に振った。

        「い、いないっ。というか、本当にただ頼まれて来ただけだからそんな目で女の子を見てないし、それに、俺には加賀井がいるから……」

        　媚びるように言って、どうにかこの場をとりなそうと、加賀井が好みそうな言葉を選ぶ。けれどそんな浅はかなごますりは見透かされているようで、加賀井は嘲るようにして唇を歪ませた。

        「どうだかな。さっき小さい女とやけに楽しそうに話していたじゃないか」

        　追い詰めた獲物を甚振るような残忍さが感じられるひどく冷たい声で加賀井が言った。小さい女というのがいちかのことを言っているのだと分かった瞬間、ぞっと鳥肌が背中に走った。

        「どうしてそれを……？」

        　取り繕うより、恐怖のあまり率直な疑問が口から零れた。

        「窓から見えた。随分仲良さそうだったじゃないか」

        「ち、ちがう……っ、あれは『ババコン』の話が盛り上がっただけで全然恋愛系のあれじゃないから」

        　彼女との間になんら甘い感情はないことを強調するために『ババコン』の話を出す。しかし、それは大きな間違いだった。

        　一瞬にして、加賀井の纏う空気が変わった。禍々しいまでに重く苛烈な悋気の炎が、皮膚にひりひりと感じられる。自分が失言したことには気づいたが、何が怒りのスイッチを押したのかは分からず、ただただ狼狽えるしかなかった。

        　目に見えるほど怯えきって震える白月など構わず、加賀井は白月を個室のトイレに押し遣った。そして自分も中に入ると、白月の体をぐるりと反転させ、背後から覆い被さるように抱きついてきた。

        「白月……、あんまり俺をイライラさせないでくれ」

        　耳朶に噛み付かれるのではないかと不安になるほど近くで、苛立たしげに囁かれる。

        「ご、ごめ……っ」

        　意味も分からずとりあえず謝る白月だったが、下着の中に無遠慮に手を突っ込まれて言葉の途中で息を呑んだ。

        「ちょ、ちょっと、加賀井！　ここ店の中だぞっ」

        　白月のものを乱暴に掴んで扱き始めた加賀井に、堪らず制止をかける。しかし加賀井の手は少しも止まる気配はなく、ぐちゅぐちゅと水音が不気味なくらいに鮮明さを増していくばかりだった。

        「か、かが、い……っ、やめ、て……」

        　本当にこんな場所でやめてほしいのに、懇願する声に知らず媚びるような甘さが滲んでしまう。

        　加賀井は黙ったまま白月のものを扱き続けた。熱と微かな興奮を滾らせた吐息が耳元に吹きかかる度に、腰に甘い痺れが広がった。

        「……ふ、っ、ぁ……ん」

        　加賀井の手は白月が気持ちよくなる方法を知り尽くしていた。動きに緩急をつけたり、先端に甘噛みするように爪を立てたりと、白月を快感の渦へと突き落とす。

        「ン、ぁ……ッ」

        　白月は加賀井の手に翻弄されるがままに呆気なく精を加賀井の拳の中に吐き出した。

        　吐精後の爽快感に陶然となっていた白月だったが、次第に冷静になった頭が、壁の向こうに鈍く響く店の音楽や人の気配を拾い始めてハッとした。

        「か、加賀井、とりあえず、ここから出よう」

        　宥めるように言いながら振り返るが、加賀井は答えず、白月のものから溢れたものを指に絡め、そのまま窄まりへと押し入れた。

        「……ッ！」

        　乾いたそこに塗りつけるように卑猥に動かす指に、加賀井が何をしようとしているかは明らかだった。

        　サッと全身から血の気が引いた。

        「加賀井っ！　だ、だめだってこんなところで、ん……っ」

        　必死に制止しようとするが、そこを弄られた先に待つ快感をよく知る体は、言葉とは相反した歓喜するような甘い声を漏れさせる。

        　当然、加賀井の手も止まるはずがない。

        「ご、ごめん……ッ、もう加賀井に内緒でこんなところ来ないからっ。今日は、もう帰るから……！」

        　泣き縋るような声で懇願すると、意外な答えが返ってきた。

        「別に無理して帰らなくていい」

        「え……？」

        　今までの嫉妬心を剥き出しにした言動が嘘のような言葉に、白月は驚いた。

        　さらに加賀井は、窄まりを淡々と弄っていた指をあっさりと引き抜いた。

        「せっかく話が盛り上がったんだ、ゆっくりすればいい」

        　加賀井らしくない寛容な言葉に戸惑う。何か裏があるのではないかと怯え混じりの疑念は消えなかったが、とりあえずここでは何もするつもりはないのかもしれない、とひとまず彼の怒りが収まったことにほっとした。

        　しかし、

        「……ッ！」

        　突然、窄まりに固い何かが突っ込まれ、安堵した体が一瞬にしてまた強ばった。中に入れられたそれは妙な凹凸に覆われていて、微弱な振動を発しながら蠢いていた。

        　それが何なのか察せられないほど、白月も無知ではない。ヴヴヴ、と肉の内に響く卑猥な機械音にかたかたと全身が震えた。

        　急いでそれを取り出そうと下着へと手を伸ばしたが、すぐに察した加賀井がその手を掴み、容易く両手とも腰の辺りでひとまとめにして拘束した。

        「はっ、はなせよ！」

        　加賀井の拳の中から逃れようと藻掻くがびくともしない。中で蠢くものが陰湿な速度で奥の熱を燻らせる。

        「ぃ、いやだっ、か、かがい……っ、これ、だして……んッ」

        　喘ぎを押し殺しながら振り返って必死に懇願するが、加賀井は薄く笑うだけだった。

        「だめだろ、そんな可愛い声を出したら、男なのにここがえっちなのバレてしまうぞ」

        「ぁ、ん……っ」

        　背後から覆い被さって窄まりに入っているものをズボンの上からとんとんと指先で叩かれる。それだけで白月の先に蜜が滴った。

        「あ、ズボンに少し染みができてるな。でも店の照明も暗いし、ズボンも黒で目立ちにくいから大丈夫だろ。まぁそれで引くならその程度の女ってことだ」

        　染みになったズボンの部分を指先でくるくると触れる程度に触りながら加賀井が言った。

        「ふ、ぁ……っ」

        　外からも中からも、微弱な刺激のみを与えられてもどかしさで頭の中がどうにかなりそうだった。もういっそのこと激しくむちゃくちゃに犯されたいと思うくらいに、焦れったい刺激に追い詰められていた。

        「もちろん俺は白月がお漏らししても絶対引いたりしないからな」

        　見当違いな慈愛と女への優越感を滲ませながら言って、首筋にちゅ、ちゅとキスを落とす。その柔らかな感触に「あッ、ふ……っ」と声を甘く揺らす白月を見下ろしながら加賀井はくすりと笑った。

        「そろそろ戻らないとな。男は女を待たせたらいけないらしいからな」

        　甚振るような意地の悪い囁きを耳朶に吹きかけると、加賀井は白月の腕を引いてトイレの個室から出た。そして手を洗ってから、トイレの扉を開けた。

        　壁越しに聞こえていた店の音楽やざわめきが鮮明になって、怯えるように窄まりがきゅっと縮こまった。

        「俺はそこで待ってるから、ゆっくりしてくればいい」

        　殊更優しく言うと、とん、と背中を軽く押して白月をトイレから出した。中に入っているもののせいで足取りが不安定で、前のめりに倒れかけたが何とか持ち堪えて後ろを振り返る。

        　加賀井はトイレの横の壁にもたれかかって、監視するようにじっとこちらを見ていた。店の出口は加賀井の向こうにある。

        　店から出ることも、トイレに行って中に入っているものを取り出すことも許さないということだろう。

        　こんな状態でいちかの元に戻りたくなかったが、このままここで立ち尽くしていても事態は何も変わらないだろう。むしろもたもたしていたらもっとひどい仕打ちを受けるかもしれない。

        　白月は仕方なく重い足取りで店の中へと向かった。

        　　この状態では絶対に最後まで参加するのは不可能だ。途中で抜けるのは感じが悪いかもしれないが、体調が悪いということにして早退させてもらおうと河口の姿を探す。

        　幸いにも、司会者役で目立つ格好をしている彼はすぐに見つかった。

        「か、河口さんっ」

        　河口の元に急いで駆け寄る。脚を大きく開くと中に入っているものが肉壁にこすれて、思わず喘ぎが漏れそうになったが、寸前のところで飲み込んだ。

        「お、白月どうした？」

        「あ、あの、ッ、申し訳ないん、ですけど、体調が悪くて……今日は帰ってもいいですか？」

        「え！　それは全然いいけど、大丈夫か？」

        「は、はい、大丈……ッ」

        　心配そうに訊いてくる河口に気を遣わせないよう答えようとしたところで、中の振動が一段と強くなった。不意の快感に悲鳴を上げそうになったが何とか耐え、その場にうずくまった。

        　うねりを打って押し寄せてくる快感に、呻き声のような吐息が口から零れ出る。

        「お、おい、大丈夫かよ」

        　腰を屈め河口が気遣わしげに背中をさする。卑猥な意味を微塵も含まないその手つきにすら肌がざわめいて、吐く息が震えた。

        「だ、大丈夫です……ッ、昨日からちょっと悪くて、それで酒が早く回ってしまったみたいで……」

        　内で渦巻く浅ましさを気取られないよう何とか言葉を紡ぐが、河口の眉間から皺は消えなかった。

        「大丈夫じゃないだろ。汗がすごいぞ。タクシー呼ぼうか？」

        「い、いえっ、いいです……、道で捕まえるんで……」

        「そんな状態で歩け――」

        「河口さーん！　ちょっと来てください！」

        　なおも気遣い食い下がる河口の言葉を遮ったのは、若い店のスタッフだった。それは声だけでも、何かトラブルがあったのだと分かる慌てようだった。

        「河口さん、俺はいいんで、行ってあげてください」

        　こっちは大丈夫だという風に弱々しくも何とか笑みを作って言うと、河口は逡巡しつつも立ち上がり「気をつけて帰れよ。今度何かお礼させてくれ」と言い置いて、自分を呼ぶスタッフの元へ駆けて行った。

        　河口の背中を見送ってから、下腹部をこれ以上刺激しないよう慎重にゆっくりと立ち上がった。

        　このまま店を出ようとしたが、いちかの笑みが脳裏によぎり足が止まった。

        　今まで話していたのに何も言わず帰るのはさすがに失礼かもしれない。もどかしい快感に散々甚振られ頭はくらくらしていたが、彼女に不誠実なことをするのは躊躇われた。

        　一言挨拶するだけ、と自分に言い聞かせながら彼女の座るカウンター席へ向かう。

        「こ、紺野さん……」

        「あ、お帰りなさい……ってどうしたの！」

        　呼ばれて振り向いた彼女は目を丸くした。

        「ごめん、ちょっと体調が悪くなって……。申し訳ないけど今日は帰らせてもらうな」

        「それは全然いいけど、大丈夫？　一人で帰れる？」

        「大丈夫、大したことないから。酒の回りが早くて大げさに赤くなってるだけ。それじゃ今日は楽しかった。ありがとう」

        　気遣わしげないちかには申し訳ないが、早くここから立ち去りたかった白月は、やや早口で礼を言って踵を返した。

        　あとはかえるだけ、あとはかえるだけ……――

        　下腹部の奥で燻る熱に思考までもが溶かされてしまっているのか、頭が上手く回らず、店から出ることしか考えられなかった。

        　急かす心が知らず歩みを速める。しかしただでさえふらついている足がその速さについていけるはずがなかった。

        「……ッ」

        　椅子の脚に足先が引っかかり、その場に倒れてしまった。

        「だ、大丈夫？」

        　いちかが駆け寄って白月の顔を覗き込んだ。

        「あ、うん、大丈夫……、ちょっとつまずいただけ」

        「やっぱりタクシーまで送るよ」

        　気遣わしげに申し出たいちかの言葉に慌てて首を横に振った。

        「いやっ、いいよ、大丈夫だから」

        「ふらついて転んだ人が言っても説得力ないって」

        　くすりと笑っていちかは半ば強引に白月の体を支えながら立ち上がった。

        　店の出入り口で白月を待つ加賀井のことを思い出して、サッと血の気が引いた。いちかに支えられる白月を見た時、自分のみならず、彼女にまで害を及ぼしかねない。

        「いや、本当に大丈夫だからっ」

        「大丈夫、遠慮しないで。私、結構力あるし、それにせっかく見つけた稀少な同志の身に何かあったら大変」

        　こちらを気遣わせないよういちかにおどけるようにして笑った。それは下心の欠片もない、本当に根が優しい人間の善意に溢れたものだった。

        　だからこそ、加賀井の苛烈な嫉妬に彼女を巻き込みたくなかった。どうにかして彼女の善意をやんわりと断らなければと必死に考えるが、疚しい熱で煮立った頭では考えるそばから思考がすぐに煮崩れて溶けてしまう。

        　その間にいちかの足は着々と店の扉の方へ向かって行く。

        　窄まりの奥の卑猥な蠢きやこめかみから頬の横をゆっくりと伝い落ちる汗の感触、加賀井の冷たい瞳、いちかの優しい笑み……それらがぐちゃぐちゃに混ざり合って吐き気が込み上げた。

        「……うっ」

        　口元を手で覆いその場にしゃがみ込んだ。

        「大丈夫？」

        　足を止めたいちかが心配そうに顔を覗く。大丈夫だと答えようとしたが、止めのように玩具の振動が強くなって、その鮮烈なまでに毒々しい快感に危うく男らしからぬ甘い声が口をつきかけた。それを抑え込むようにして口元に当てた手にさらにぎゅっと力を篭める。

        「すごい汗……」

        　いちかは痛ましいものを見たかのような声で言いながら、額にはりついた白月の髪をそっと指先で掬った。その優しい手つきにすら、見境なく欲情する自分が嫌になる。

        「冷たいお水もらってくるよ。だからちょっと待っ――」

        　突如として、彼女の言葉と髪を撫でていた手が止まった。

        　俯く白月の頭上に重苦しい気配を感じて恐る恐る顔を上げる。

        「白月に触るな」

        　いちかの手を掴み、凄みのきいた低い声で加賀井が言い放った。その目は炎のように猛る怒気と氷のように冷たい凶暴性を孕んで彼女を睨み据えていた。

        　女性に向けるものとは到底思えないほど恐ろしい視線に居竦み当惑する彼女の手を無言で振り払うと、加賀井は白月の腕を引いて半ば無理やりに立ち上がらせた。

        「大丈夫か、白月」

        　彼女に見せつけるように甘い所作で肩を抱き寄せて耳元で囁く。その声は彼女に向けたものとは打って変わって、優しく、胃もたれを起こしそうなほどの甘さに満ちていた。

        「よく頑張ったな。辛かっただろう」

        「っ、んぁ、はぁ……ッ」

        　耳朶にキスをしながら下腹部をじっとりとした手つきで撫でられ、思わず聞き苦しい甘い声が漏れた。

        　ハッとしていちかの方を振り向いたが、青ざめた彼女の顔には、弁解の余地など微塵もなかった。

        　キスされる度に耳を濡らす湿った吐息の熱や、奥で悶える疼きを煽るように撫でさする手、そして男のものとは思えない喘ぎ声を彼女に聞かれてしまったという絶望に、抑えていたものが箍が外れたように溢れ出た。

        「ん、ふ、ひぁ、あぁ……っ」

        　媚びるようなあられもない声を上げる白月に加賀井は至極嬉しそうに目元をしなわせた。

        「白月可愛い。でもここでそんな可愛い声を出したらだめだ。俺以外に聞かせないでくれ」

        　優しく咎めるように言って、はしたない声を漏らす口を唇で塞がれた。

        　舌が入ってきて口付けが深くなると、この先の快感を知っている体が疚しい期待に疼いた。それは骨の髄まで染み込んだ条件反射だった。

        「ん……、ふ、……んン……っ」

        　互いの唇の隙間から、淫らな熱を帯びた吐息が零れ落ちる。それを恥じる気持ちはとうに消えていた。自棄になって放り捨てた理性は未だ行方知れずで、白月は与えられる快感を浅ましく貪った。

        　不意に、唇が離れた。物足りない気持ちで加賀井の顔をぼんやりと見上げると、笑みを口元に浮かべた。それは濃厚なキスの名残を帯びてひどく艶っぽかった。

        「そんな顔しなくてもご褒美はこの後たっぷりあげるから」

        　だらしなく開かれた唇を親指の腹で撫でながら加賀井が言った。ご褒美という卑猥な甘さを含んだ言葉に、いつかの快感が呼び戻されて知らず体が歓喜に震えた。

        　その反応に加賀井は満足そうに微笑んでから、白月の肩をぎゅっと抱き寄せ歩き始めた。

        　気になる女の子の前でとんでもない痴態を晒したにも関わらず、羞恥や後悔が襲ってくることはなかった。頭の中は、孔の奥から源泉のように止めどなく湧き上がる絶頂に至らぬ出来損ないの快感をどうにかしてほしいというもどかしさばかりが渦巻いて、それ以外のことについて考えることができなかった。

        　みだりがましい期待を募らせる白月の耳元に、加賀井が不意に唇を寄せた。

        「……でも、ご褒美の前にお仕置きも必要だな」

        　耳の輪郭が唇の熱に飲み込まれそうなほど密着して吹き込まれた声は、冷たく残忍なものだった。しかし怒張した雄根の凶暴な熱に似たものも孕んでいるのも確かで、背筋に走る鳥肌が、恐怖によるものなのか期待によるものなのか白月にも分からなかった。

        　白月は一度も振り返らないまま、店を後にした。加賀井の歩みは心強いほどに迷いのないもので、白月は全てを託すように目蓋を閉じた。
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